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【
要
約
】
　
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
連
合
政
権
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
、
経
済
的
・
政
治
的
自
立
の
余
地
が
な
い
戦
前
フ
ラ
ン
ス
植
民

地
は
帝
国
主
義
国
の
米
英
の
傘
下
に
入
る
よ
り
は
民
主
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
指
灘
下
に
あ
っ
た
方
が
良
い
、
と
い
う
論
理
に
導
か
れ
、
フ
ラ
ン

ス
連
合
加
入
を
戦
前
植
民
地
に
事
実
上
強
制
し
、
さ
ら
に
こ
の
連
合
内
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
が
外
交
・
軍
事
面
で
戦
前
植
民
地
に
対
し
優
位
を
保

つ
こ
と
を
是
認
し
た
。

　
共
産
党
の
こ
の
植
民
地
構
想
は
、
温
情
干
渉
主
義
的
か
つ
中
華
主
義
的
な
精
神
溝
造
を
内
容
と
す
る
、
党
特
有
の
帝
国
意
識
の
反
映
で
あ
る
。
そ
し
て

共
産
党
の
政
権
参
加
と
い
う
状
況
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
昆
主
化
を
一
定
実
現
し
た
ゆ
え
に
、
こ
の
帝
国
意
識
を
自
己
正
当
化
し
よ
り
根
深
い
も
の
に
し

た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
こ
そ
帝
国
意
識
か
ら
の
解
放
に
つ
い
て
政
権
参
加
期
共
産
党
の
植
民
地
構
想
に
内
包
さ
れ
て
い
た
「
限
界
」
の
深
刻
さ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
一
巻
五
号
　
一
九
八
八
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
西
欧
と
黒
本
の
社
会
主
義
・
共
産
主
義
運
動
が
、
自
帝
国
内
の
非
植
民
地
化
の
課
題
に
有
効
に
対
処
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、

帝
国
意
識
か
ら
の
自
民
族
の
精
神
的
解
放
と
い
う
課
題
を
果
た
す
上
で
も
大
き
な
「
限
界
」
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
は
近
年
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
命
題
だ
ろ
う
。
ご
く
最
近
の
木
畑
洋
」
『
支
配
の
代
償
…
－
英
帝
国
の
崩
壊
と
「
帝
国
意
識
」
』
（
一
九
入
七
年
、
東

京
大
学
出
版
会
）
第
4
章
を
読
ん
で
も
、
こ
の
感
は
ま
す
ま
す
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
は
屋
上
屋
を
架
す
だ
け
の
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
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し
か
し
、
事
例
の
少
な
さ
が
原
因
な
の
か
日
本
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
政
権
参
加
期
社
会
党
・
共
産
党
の
、
帝
国
意
識
か
ら
の
解
放
と
い

う
面
で
彼
ら
の
植
民
地
構
想
に
内
包
さ
れ
て
い
た
「
限
界
し
を
今
日
取
り
上
げ
る
こ
と
に
も
、
少
し
は
意
義
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
両
党
に
と
っ
て
政
権
参
加
が
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
的
な
事
柄
で
あ
る
ゆ
え
に
、
そ
の
時
期
の
彼
ら
の
「
限
界
」
は
、
政
権
外
に

あ
る
時
期
の
「
限
界
」
と
は
違
う
、
そ
し
て
よ
り
深
刻
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
屋
上
屋
と
の
そ
し
り

を
覚
悟
の
上
で
、
あ
え
て
本
稿
を
成
す
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
ド
・
ゴ
ー
ル
首
班
の
事
実
上
の
臨
時
政
府
『
フ
ラ
ン
ス
国
民
解
放
委
員
会
C
F
L
N
』
（
一
九
四
四
年
六
月
に
フ
ラ
ン
ス
共
和
闘
黒
漆
政
府
G
P
R

F
と
改
名
）
に
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
参
加
し
た
の
は
一
九
四
四
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
共
産
党
は
一
九
四
七
年
五
月
ま
で
、
グ
ア
ン

（
社
会
党
）
、
ビ
ド
ー
（
『
人
民
共
和
運
動
』
M
R
p
）
、
ブ
ル
ム
（
社
会
党
）
、
ラ
マ
デ
ィ
エ
（
社
会
党
）
首
班
の
歴
代
政
権
に
参
加
（
．
フ
ル
ム
政
権
の
み
閣

外
協
力
）
。
そ
し
て
五
月
以
後
も
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
結
成
（
九
月
）
ま
で
は
連
合
政
権
復
帰
を
構
想
し
て
い
た
。
従
っ
て
本
稿
と
し
て
は
一
九

四
四
年
か
ら
一
九
四
七
年
九
月
ま
で
を
嚢
実
上
の
共
産
党
政
権
参
加
期
と
す
る
。

　
こ
の
政
権
参
加
期
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
植
民
地
政
策
に
言
及
し
た
研
究
書
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
本
格
的
な
も
の
と
し
て
は
、
趣
意
を
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

極
的
に
違
え
る
、
新
左
翼
知
識
人
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
と
共
産
党
同
伴
者
ル
シ
オ
の
研
究
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
前
者
は
、
党
の
主
体
性
を
専
ら
問
い
、

ω
ド
・
ゴ
ー
ル
や
M
R
P
・
社
会
党
の
植
民
地
主
義
政
策
に
毅
然
と
反
対
せ
ず
彼
ら
と
の
連
合
政
権
を
形
成
・
維
持
し
た
点
と
、
②
党
本
来
の

植
民
地
構
想
の
中
に
、
共
産
党
自
身
が
帝
国
意
識
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
「
限
界
」
を
見
る
。
他
方
ル
シ
オ
は
、
客
体
的
状
況
を
問

う
こ
と
で
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
の
第
一
の
論
点
を
批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
連
合
政
権
内
に
あ
っ
て
党
に
は
植
民
地
政
策
の
決
定
権
が
な
く
、
ま
た
、

連
合
政
権
に
固
執
し
た
の
は
櫨
民
地
問
題
以
外
の
「
フ
ラ
ン
ス
官
辺
の
政
策
を
右
傾
化
さ
せ
な
い
た
め
」
（
一
七
三
頁
V
で
あ
り
、
植
民
地
問
題

で
譲
歩
し
な
け
れ
ば
連
合
政
権
か
ら
排
除
さ
れ
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
事
情
を
強
調
す
る
。

　
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
の
植
民
地
主
義
政
策
に
反
対
せ
ず
彼
ら
と
連
合
政
権
を
形
成
・
維
持
し
た
と
い
う
行
為
を
、
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
の
よ
う
に
「
限

界
」
と
み
な
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
ル
シ
ォ
の
よ
う
に
そ
う
と
考
え
な
い
べ
き
か
は
、
結
局
各
人
の
政
治
信
条
に
よ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
当
否
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の
判
定
は
客
観
研
究
に
は
な
じ
ま
な
い
。
加
え
て
、
他
者
の
植
民
地
主
義
政
策
に
反
対
し
な
か
っ
た
行
為
を
「
限
界
」
だ
と
考
え
て
も
、
そ
の

行
為
は
党
の
「
限
界
扁
の
核
心
に
位
置
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
共
産
党
の
「
限
界
」
（
そ
の
有
無
も
含
め
て
）
に
関
す
る
客
観

研
究
は
、
他
者
に
反
対
し
な
か
っ
た
と
い
う
行
為
で
は
な
く
、
党
本
来
の
植
民
地
構
想
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
点
で
も
、
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
・
ル
シ
オ
両
研
究
は
わ
れ
わ
れ
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
党
本
来
の
構
想
の
「
限
界
」
に
つ
い
て

前
者
が
指
摘
し
た
も
の
の
う
ち
、
実
証
的
な
の
は
、
党
の
用
語
（
戦
前
植
罠
地
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
影
響
力
・
利
害
・
権
威
・
地
位
、
文
明
化

の
使
命
、
大
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
偉
大
さ
等
）
が
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
の
用
語
と
共
通
で
あ
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て

も
、
説
得
的
と
は
言
い
難
い
。
同
じ
言
葉
遣
い
で
も
両
者
の
意
図
す
る
も
の
は
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
一
方
の
ル
シ
オ
に
は
、
党
本
来
の
構
想
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
視
点
が
元
々
欠
け
て
い
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
が
実
証
し
残
し
た
、
帝
国
意
識
か
ら
の
精
神
的
解
放
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
共
産
党
本
来
の
構
想
が
内
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
オ
ン
　
コ
フ
ラ
ソ
セ
ロ
ズ

し
て
い
た
「
限
界
」
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
、
ま
ず
「
フ
ラ
ン
ス
連
舎
」
を
取
り
上
げ
戦
前
植
民
地
一
般
に
対
す
る
共

産
党
の
構
想
を
、
次
い
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
個
別
植
罵
地
に
対
す
る
共
産
党
の
構
想
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
二
章
で
、
そ
の
構
想
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
。
な
お
、
以
下
の
引
用
文
に
お
い
て
、
丸
括
弧
は
筆
者
の
補
筆
で
あ

る
。

①
O
．
蜜
巴
智
託
雪
㌧
卜
擾
Q
§
箋
。
壽
8
、
§
帖
ミ
軌
ミ
ミ
特
。
ミ
、
喝
§
§
空
ミ

鳥
§
§
ミ
ミ
箕
鴨
、
ミ
謡
精
ミ
防
N
ミ
令
嵐
ミ
ご
O
蕊
給
魯
馬
．
§
愚
ミ
ミ
ミ
。
・
ミ
恥
8
ご
噛
枇
ミ

一
　
「
限
界
」
の
外
貌

一
　
フ
ラ
ン
ス
連
合

一
九
四
六
年
置
こ
の
年
が
、

ミ
早
｝
§
ミ
ミ
ミ
ミ
象
ミ
蔑
§
誌
ミ
鞠
〉
．
篤
蕊
o
h
P
卜
覇
8
｝
ミ
濫
画
ミ
騎
、
禽
賞
鳶
ミ
切

ミ
面
恥
竃
ミ
鳶
職
．
§
§
ら
ミ
§
遣
誕
よ
＆
虹
b
一
り
◎
◎
9

新
憲
法
制
定
に
伴
い
、
戦
前
植
民
地
と
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
の
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
と
称
さ
れ
る
新
関
係
が
決
定
さ
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れ
た
年
で
あ
っ
た
。

　
（
第
二
次
）
憲
法
制
定
国
民
議
会
の
議
決
（
9
・
2
8
）
を
経
て
国
民
投
票
（
1
0
・
1
3
）
で
批
准
さ
れ
た
新
憲
法
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
不
可
分
の
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
シ
ニ

国
で
あ
り
」
（
一
条
）
、
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
は
、
本
土
フ
ラ
ン
ス
及
び
海
外
県
・
海
外
領
土
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
と
、
協
同
領
土
・
協
同
国
家

と
で
構
成
さ
れ
る
扁
（
六
〇
条
）
と
規
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
戦
前
植
民
地
は
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
海
外
県
・
海
外
領
土
と
協
同
領
土
・
協
同
国

家
）
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
無
条
件
で
吸
収
（
一
同
化
）
さ
れ
る
存
在
だ
と
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
連
合
相
手
と
さ
れ
た
後
者

も
、
連
合
後
に
分
離
で
き
る
権
利
は
無
論
の
こ
と
、
連
合
を
事
前
に
拒
否
す
る
権
利
（
換
言
す
れ
ぱ
自
由
な
同
意
に
基
づ
く
連
合
と
い
う
原
審
）
さ
え

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
新
憲
法
に
よ
る
と
、
　
フ
ラ
ン
ス
本
土
・
白
人
が
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
内
で
優
越
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
。
「
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ロ
コ
ソ
セ
イ
ユ
　
　
ア
サ
ソ
ブ
レ

ン
ス
連
合
中
央
機
関
は
、
大
統
領
職
と
高
等
議
会
と
議
会
」
（
六
三
条
）
で
、
ま
ず
第
一
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
大
統
領
で
あ
り
、
連
合
の
恒
久

的
利
害
を
代
言
す
る
」
（
六
四
条
）
と
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
と
共
和
国
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
の
だ
か

ら
、
「
協
同
領
土
・
協
同
国
家
」
民
衆
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
外
に
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
高
等
議
会
は
、
連
合
大
統
領
が
議
長
を
務
め
、
　
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
代
表
と
、
各
協
周
圏
家
が
任
命
権
を
有
す
代

表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
遮
合
の
全
般
的
運
営
に
つ
い
て
政
府
を
補
佐
す
る
事
を
任
と
す
る
」
（
六
五
条
）
の
だ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
が
高
等

議
会
の
多
数
派
を
掌
握
す
る
可
能
性
が
高
く
、
し
か
も
、
そ
の
職
務
は
「
補
佐
」
と
い
う
二
義
的
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
第
三
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
議
会
は
、
半
数
が
本
土
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
員
、
半
数
が
海
外
県
・
海
外
領
土
と
協
同
国
家
の
代
表
員
と
で
構
成

さ
れ
る
。
憲
法
付
属
法
に
よ
っ
て
、
住
民
の
各
部
分
が
ど
の
よ
う
な
条
件
で
代
表
さ
れ
る
か
を
将
来
決
定
す
る
し
（
六
六
条
）
の
だ
か
ら
、
人
口

の
少
な
い
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
人
口
の
多
い
戦
前
植
民
地
と
で
の
間
で
一
票
の
重
み
に
格
差
が
あ
り
、
ま
た
、
戦
前
植
民
地
内
で
は
白
人
と
原
住

民
と
の
問
に
も
一
票
の
重
み
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
が
十
分
予
見
さ
れ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
議
会
は
、
国
民
議
会
な
い
し
フ

ラ
ン
ス
共
和
国
政
府
な
い
し
協
同
国
家
政
府
か
ら
、
法
案
な
い
し
提
案
に
関
し
て
諮
問
を
受
け
る
。
…
…
…
（
中
略
Y
…
…
・
・
連
合
議
会
は
、
フ
ラ
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ン
ス
政
府
と
フ
ラ
ン
ス
連
合
高
等
議
会
に
提
案
を
お
こ
な
う
権
限
を
有
す
」
（
七
一
条
）
の
だ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
議
会
に
は
諮
問
権
し
か
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
新
憲
法
（
案
）
の
議
会
最
終
採
決
に
際
し
共
産
党
議
員
は
賛
成
票
を
投
じ
た
（
9
・
2
8
）
。
そ
し
て
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
は
、
党
の
「
限

界
」
の
一
つ
と
し
て
こ
の
行
為
を
重
要
視
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
誉
い
落
と
し
て
い
る
が
、
新
憲
法
（
案
）
の
う
ち
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
を
取

り
扱
っ
た
第
八
章
（
六
＋
～
八
二
条
）
に
つ
い
て
は
、
議
会
審
議
の
際
ア
ン
ジ
ュ
レ
ヅ
テ
ィ
（
＜
＜
。
ω
ζ
σ
q
①
一
。
蓬
）
や
コ
ッ
ト
（
距
①
匿
・
0
9
）
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
口
を
通
し
て
共
産
党
は
異
議
を
申
し
立
て
、
多
く
の
修
正
案
を
提
出
し
て
い
た
。
つ
ま
り
党
に
と
っ
て
新
憲
法
の
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
は
、

党
本
来
の
も
の
で
な
く
、
連
合
政
権
を
形
成
・
維
持
す
る
た
め
の
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
意
を
汲
ん
だ
M
R
P
や
社
会
党
の
植
民
地
主
義
へ
の
譲
歩

の
産
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
共
産
党
の
「
限
界
」
の
核
心
を
新
憲
法
（
案
）
に
同
調
し
た
事
実
に
求
め
た
り
は

し
な
い
で
お
こ
う
。

　
党
の
「
限
界
」
の
核
心
は
、
国
民
投
票
（
5
・
5
）
で
批
准
さ
れ
な
か
っ
た
四
月
憲
法
草
案
の
中
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
憲
法
草
案
中
の

「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
た
係
わ
る
条
文
は
’
（
第
一
次
）
憲
法
制
定
国
民
議
会
で
共
産
党
が
他
政
党
に
妥
協
す
る
こ
と
な
く
出
来
上
が
っ
た
も
の
で

あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
条
文
の
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
こ
そ
党
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
戦
前
植
民
地
と
の
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
四
月
憲
法
草
案
に
よ
る
と
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
海
外
領
土
と
協
同
国
家
と
と
も
に
、
自
由
な
同
意
に
よ
る
連
合
を
形
成
す
る
」
（
四
一
条
）
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
新
憲
法
と
違
い
、
四
月
憲
法
草
案
の
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
は
戦
前
植
民
地
側
の
自
由
な
同
意
に
基
づ
く
連
合
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
「
自
由
な
問
意
」
と
い
う
原
則
を
主
唱
し
た
の
は
共
産
党
で
、
ロ
ズ
レ
イ
（
出
①
巨
ピ
。
N
霞
曙
）
が
議
会
で
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

　
　
「
双
方
の
自
由
な
同
意
で
な
け
れ
ぼ
、
恒
久
的
な
フ
ラ
ン
ス
連
合
は
あ
り
え
な
い
。
加
入
の
希
望
を
各
国
が
喜
ん
で
表
明
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
組
織
さ
れ

　
る
政
治
的
連
邦
は
立
派
な
も
の
と
は
な
り
え
な
い
。
議
会
の
憲
法
委
員
会
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
あ
る
人
達
の
憤
慨
を
買
い
つ
つ
、
自
由
な
同
意
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
い
う
概
念
を
連
舎
の
定
義
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
」
（
3
・
2
0
）

　
し
か
し
こ
れ
は
、
離
婚
の
自
由
が
な
い
自
由
恋
愛
結
婚
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
憲
法
草
案
に
分
離
権
の
規
定
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
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て
議
会
審
議
の
際
、
共
産
党
は
分
離
権
の
必
要
性
に
言
及
し
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
一
九
四
五
年
以
来
党
は
、
戦
前
植
民
地
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら

の
分
離
に
反
対
し
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
「
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
分
離
は
、
自
由
の
道
に
過
度
に
踏
み
込
む
事
に
な
る
だ
ろ
う
あ
け
す
け
な
要
求
で
あ
る
」

　
　
「
わ
れ
わ
れ
の
政
策
を
、
《
分
離
権
ま
で
も
含
む
民
族
自
決
の
自
由
》
と
い
う
た
だ
一
つ
の
公
式
に
単
純
に
還
元
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
…
…
…
（
中

　
略
）
…
…
…
は
っ
き
り
と
曖
昧
な
く
言
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
の
諸
民
族
が
本
土
か
ら
分
離
す
る
権
利
が
あ
る
と
し
て
も
、
現
時
点
で
は
こ
の
分
離
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
れ
ら
諸
艮
族
の
利
益
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」

　
　
「
自
決
権
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
い
つ
も
雷
っ
て
き
た
よ
う
に
、
分
離
の
権
利
と
い
う
も
の
は
、
け
っ
し
て
分
離
の
義
務
を
意
味
す
る
も
の
で

　
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
た
え
ず
く
り
か
え
し
、
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
北
ア
フ
リ
カ
の
住
民
の
利
益
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
と
団
結
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
と
に
あ
る
」
（
一
九
四
五
年
六
月
二
六
日
第
十
回
党
大
会
に
お
け
る
書
記
長
ト
レ
ー
ズ
鎮
ρ
霞
8
。
研
げ
。
お
N
報
告
）

　
　
「
共
産
主
義
者
は
、
植
昆
地
各
民
族
な
い
し
各
住
民
の
自
決
権
に
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
共
産
主
義
者
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
分
離
に
賛
成

　
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
分
離
権
承
認
の
問
題
と
、
ど
ん
な
状
況
で
も
分
離
を
実
行
す
る
こ
と
と
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い
。
離
婚
の
権
利
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
離
婚
の
義
務
を
意
味
し
な
い
こ
と
と
同
じ
話
で
あ
る
」

つ
ま
り
、
拒
否
権
の
な
い
戦
前
植
罠
地
が
「
自
由
な
同
意
」
に
基
づ
い
て
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
連
合
す
る
と
い
う
の
が
、
共
産
党
の
提
唱
す
る
民

族
自
決
の
中
身
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
四
月
憲
法
草
案
に
よ
る
と
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
内
で
は
、
新
憲
法
よ
り
は
曖
昧
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
・
白
人
が
優
越
的
地
位
を
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ソ
セ
イ
ユ

め
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ま
ず
第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
議
会
は
「
本
土
県
県
会
と
、
海
外
県
県
会
・
海
外
領
土
地
方
議
会
が
選
出
す
る
議
員
で

構
成
さ
れ
」
（
七
一
条
）
、
そ
の
権
限
が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
議
会
は
、
そ
の
要
求
に
よ
っ
て
か
、
閣
議
あ
る
い
は
国
民
議
会
に
よ
っ
て
回
付
さ
れ
る
法
案
に
つ
い
て
、
意
見
と
し
て
審
議
す
る
。
…
…

　
…
（
中
略
）
…
…
…
フ
ラ
ン
ス
連
合
議
会
の
意
見
が
国
民
議
会
と
一
致
し
な
け
れ
ば
、
国
昆
議
会
は
第
二
読
会
で
法
案
を
審
議
す
る
。
国
民
議
会
は
、
フ
ラ
ン

　
ス
連
合
議
会
が
提
案
す
る
修
正
に
つ
い
て
、
最
終
的
か
つ
盃
上
権
を
も
っ
て
決
定
を
下
す
」
（
七
一
条
乙
）
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フ
ラ
ン
ス
共
和
国
国
民
議
会
が
最
終
決
定
権
を
持
ち
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
議
会
に
は
結
局
の
と
こ
ろ
諮
問
権
し
か
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
臣
が
フ
ラ
ン
ス
連
合
の
運
営
に
、
次
の
よ
う
な
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
海
外
フ
ラ
ン
ス
の
全
問
題
を
摂
奏
す
る
大
錨
は
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
の
公
役
務
を
調
整
し
、
地
方
行
政
機
構
の
運
営
を
監
督
す
る
。
同
大
臣
は
、
海
外
領
土

　
の
グ
ル
ー
プ
な
い
し
連
邦
の
、
秩
序
維
持
と
防
衛
の
責
任
を
持
つ
」
（
百
十
六
条
）

　
共
産
党
が
主
導
し
た
四
月
憲
法
草
案
の
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
」
は
、
「
自
由
な
同
意
」
と
い
う
原
則
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
新
憲
法
に
較
べ

る
と
植
民
地
主
義
容
色
合
い
は
薄
い
。
し
か
し
、
戦
前
植
民
地
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
分
離
を
事
実
上
認
め
な
い
点
、
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
本

土
・
白
人
の
優
越
的
指
導
性
を
曖
昧
な
が
ら
是
認
す
る
点
に
お
い
て
、
帝
国
意
識
か
ら
の
解
放
の
う
え
で
共
産
党
本
来
の
植
民
地
構
想
に
も

「
隈
界
」
が
あ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

政権参加期フランス共産党の植民地構想（杉本）

　
2
　
レ
ヴ
ァ
ソ
ト
ー
軍
事
基
地
確
保

　
　
「
ひ
と
た
び
戦
争
が
終
っ
た
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
委
任
統
治
権
を
保
持
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
と
、
わ
れ
わ
れ
に
は
思
え
た
。
た
と
え
フ
ラ
ン
ス
に
そ
れ
を

　
保
持
し
た
い
気
持
ち
が
残
っ
て
い
よ
う
と
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
動
向
と
国
際
上
の
必
要
と
が
フ
ラ
ン
ス
に
そ
れ
を
許
さ
ぬ
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
っ

　
た
。
さ
て
、
権
利
の
う
え
で
、
ま
た
事
実
の
う
え
で
、
委
任
統
治
権
に
か
わ
り
う
る
制
度
は
た
だ
ひ
と
つ
あ
る
の
み
、
そ
れ
は
独
立
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
フ
ラ
ン
ス
人
の
歴
史
的
在
留
権
と
権
益
と
が
保
護
さ
れ
る
よ
う
な
独
立
で
あ
る
」

　
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
に
対
す
る
C
F
L
N
・
G
P
R
F
の
認
識
と
対
策
（
非
植
民
地
化
の
範
囲
）
は
、
一
九
四
一
年
春
の
時
点
を
回
想
し
た
ド
・

ゴ
ー
ル
の
こ
の
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
一
九
四
三
年
秋
C
F
L
N
が
不
承
不
承
お
こ
な
っ
た
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
両
議
会
選

で
は
い
つ
れ
も
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
者
が
圧
勝
し
委
任
統
治
権
否
定
・
完
全
独
立
を
唱
え
る
現
地
政
府
が
形
成
さ
れ
た
し
、
そ
し
て
そ
の
様
な
情

勢
下
で
行
政
・
徴
税
・
経
済
運
営
・
警
察
・
外
交
物
権
は
一
九
四
三
年
宋
に
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
両
政
府
に
返
還
さ
れ
た
が
、
G
P
R
F
時
代

に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
、
「
歴
史
的
在
留
権
と
権
益
」
の
保
護
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
軍
駐
留
権
は
手
放
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
一
九
四
五
年
春
、
G
P
R
F
と
、
駐
留
権
の
清
算
を
求
め
る
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
と
が
激
し
く
衝
突
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
軍
増
強
部
隊
が

シ
リ
ア
の
港
に
上
陸
（
5
．
6
）
し
た
の
を
契
機
に
、
ア
ラ
ブ
憲
兵
隊
と
民
衆
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
軍
駐
留
部
隊
へ
の
攻
撃
が
五
月
八
日
か
ら
各
地

で
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
G
P
R
F
は
十
二
日
か
ら
シ
リ
ア
政
府
と
停
戦
交
渉
に
入
る
が
、
そ
の
一
方
で
部
隊
増
強
が
続
け
ら
れ
た
た
め
に
こ

の
交
渉
も
決
裂
。
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
ホ
ム
ス
・
ハ
マ
ー
両
市
砲
撃
（
二
六
鋼
）
、
ダ
マ
ス
カ
ス
爆
撃
（
二
九
日
）
と
続
い
て
、
問
題
の
根

本
解
決
は
先
送
り
さ
れ
た
形
で
、
　
五
月
中
に
こ
の
争
乱
は
鎮
圧
さ
れ
る
。
　
（
た
だ
し
、
そ
の
後
民
族
運
動
の
高
ま
り
に
抗
し
き
れ
ず
フ
ラ
ン
ス
軍
は
一

九
四
六
年
八
月
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
全
面
撤
退
し
、
結
局
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
両
国
は
フ
ラ
ン
ス
連
合
に
も
入
ら
ず
完
全
独
立
す
る
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
く
。
）

　
さ
て
、
こ
の
争
乱
に
際
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
立
場
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
は
、
「
政
府
部
内
に

あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
指
導
者
は
力
の
政
策
を
決
し
て
非
難
し
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
も
と
も
と
彼
ら
は
閣
議
で
そ
の
政
策
に
賛
成
し

て
い
た
の
で
あ
る
」
（
七
三
頁
）
と
し
て
、
「
政
府
部
内
」
「
閣
議
」
に
お
い
て
共
産
党
が
ド
・
ゴ
…
ル
ら
に
反
対
せ
ず
同
調
し
た
こ
と
を
強
調
す

る
。
し
か
し
、
連
合
政
権
を
維
持
す
る
た
め
に
は
見
解
不
一
致
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
閣
議
と
い
う
場
で
は
な
く
、
議
会
や
党
大
会
の

場
で
表
明
さ
れ
る
見
解
こ
そ
が
党
本
来
の
貴
男
だ
ろ
う
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
閣
議
で
の
言
行
の
中
に
で
は
な
く
、
議
会
・
党
大
会

で
の
言
行
の
中
に
こ
そ
、
党
の
「
限
界
」
を
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
六
月
十
五
日
諮
問
議
会
で
ボ
ン
ト
（
鳴
一
〇
H
一
出
P
O
］
P
α
　
し
d
O
旨
け
Φ
）
が
党
見
解
を
披
歴
し
た
。
ボ
ン
ト
は
ま
ず
、
「
レ
ヴ
ァ
ン
ト
諸
国
の
現
状
の
起
源
、

そ
し
て
一
九
一
四
－
一
九
一
八
年
以
来
あ
ら
ゆ
る
紛
糾
と
衝
突
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
は
、
植
民
地
・
半
植
民
地
・
委
任
統
治
下
の
民
族
が
繰

り
返
し
表
明
し
て
き
た
自
由
と
民
族
独
立
と
い
う
要
求
の
実
現
を
敵
視
す
る
勢
力
の
、
執
拗
な
妨
害
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
軍

の
新
部
隊
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
到
着
し
た
こ
と
で
緊
張
緩
和
の
雰
囲
気
が
壊
れ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
「
力
の
政
策
が
再
開
さ
れ
て
い
る
懸

念
」
を
語
り
、
こ
の
政
策
を
「
無
分
別
な
政
策
だ
」
と
弾
劾
し
て
、
最
後
に
、
大
戦
間
期
の
現
地
フ
ラ
ン
ス
軍
政
当
局
が
フ
ラ
ン
ス
解
放
後
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
十
分
に
粛
清
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
ト
レ
ー
ズ
も
一
九
四
五
年
第
十
回
党
大
会
（
喝
・
2
6
）
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
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政権参加期フランス共産党の植昆地構想（杉本）

　
「
わ
が
党
は
シ
リ
ア
人
や
レ
バ
ノ
ン
人
の
民
族
感
情
を
斜
照
し
な
い
ヴ
ィ
シ
ー
派
駒
、
植
民
地
主
義
的
分
子
の
野
蛮
な
態
度
を
、
以
前
か
ら
遺
憾
に
思
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
き
た
し
、
こ
う
し
た
や
り
か
た
を
、
弾
劾
し
て
き
た
」

こ
の
よ
う
に
共
産
党
の
本
来
的
姿
勢
は
、
「
力
の
政
策
」
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
「
力
の
政
策
」
を
非
難
す
る
立
場
か
ら
ボ
ン
ト
が
諮
問
議
会
で
提
案
し
た
解
決
策
は
、
現
地
の
「
ヴ
ィ
シ
ー
派
士
官
」
を
、
党
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
活
動
の
中
核
で
あ
っ
た
「
義
勇
遊
撃
隊
や
フ
ラ
ン
ス
国
内
軍
の
士
官
」
に
取
り
替
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
じ
く
諮
問

議
会
に
お
い
て
、
ボ
ン
ト
は
「
わ
が
国
以
外
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
軍
隊
の
存
在
は
正
常
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
わ
が
軍
隊
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
非
難
さ
れ
て
い
る
の
は
不
愉
快
な
こ
と
」
だ
と
語
り
、
さ
ら
に
エ
ル
ヴ
ェ
（
℃
一
Φ
冠
目
Φ
　
麟
Φ
冠
く
ひ
）
は
、
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
両
政
府
及
び
英
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

中
ソ
と
協
議
し
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
フ
ラ
ン
ス
軍
基
地
を
確
保
す
る
よ
う
明
確
に
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
現
地
フ
ラ
ン
ス
軍
当
局
を
自
由
主
義
的
・

民
主
的
な
も
の
に
し
た
上
で
、
軍
事
基
地
を
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
確
保
す
る
こ
と
を
党
は
構
想
し
て
い
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
党
の
こ
の
構
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
完
全
独
立
を
求
め
る
民
族
主
義
者
の
受
け
容
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
中
で
は
最

も
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
寄
り
の
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
共
産
党
で
さ
え
、
こ
の
構
想
に
困
惑
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
レ
バ
ノ
ン
に
あ
っ
た
、
シ
リ
ア

・
レ
パ
ノ
ソ
共
産
党
同
伴
フ
ラ
ン
ス
人
知
識
人
が
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
　
「
一
九
四
五
年
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
の
白
熱
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
議
会
で
お
こ
な
っ
た
演
説
を
知
っ
た
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
共
産
党

　
指
導
者
ら
の
、
怒
り
と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
彼
ら
の
幻
減
を
、
私
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
共
産
主
義
者
の
ス
ピ
ー
チ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
そ
の
善
意
は
明
か
だ
っ
た
が
、
や
は
り
幻
滅
で
あ
っ
た
」

　
「
力
の
政
策
」
を
非
難
し
現
地
フ
ラ
ン
ス
軍
の
自
由
主
義
化
・
民
主
化
を
要
求
す
る
点
は
「
善
意
」
だ
と
し
て
も
、
軍
事
基
地
確
保
を
目
指

す
点
で
、
帝
国
意
識
か
ら
の
解
放
の
う
え
で
共
産
党
の
本
来
の
構
想
に
も
「
限
界
」
が
あ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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3
　
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
…
同
化
主
義
と
連
邦
主
義

　
C
F
L
N
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
原
住
民
の
戦
争
協
力
へ
の
報
酬
と
し
て
、
一
九
四
四
年
三
月
七
日
布
告
で
、
原
住
民
の
中
で
特
定
の
学
歴
・
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

軍
経
験
等
の
あ
る
者
（
約
六
万
人
）
に
フ
ラ
ン
ス
衛
民
権
を
付
与
す
る
と
約
し
た
（
実
施
時
期
は
特
定
さ
れ
な
か
っ
た
）
。
し
か
し
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の

民
族
主
義
者
は
こ
の
布
告
を
激
し
く
非
難
し
た
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
市
民
権
獲
得
（
一
同
化
）
で
は
な
く
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
国
家
創
設
（
一
独
立
）
の

運
動
を
進
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
プ
チ
ブ
ル
民
族
主
義
者
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
フ
ァ
ラ
ー
ト
・
ア
ッ
バ
ー
ス
（
国
昏
鋒
．
跨
σ
鼠
ω
）
。
彼

は
既
に
前
年
一
九
四
三
年
に
『
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
宣
言
』
及
び
『
宣
言
追
加
文
』
を
発
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
含
む
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
全
住
民

の
普
選
に
よ
る
議
会
で
憲
法
を
制
定
し
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
国
家
の
建
設
を
認
め
る
よ
う
要
求
し
て
い
た
が
、
　
こ
の
布
告
を
聞
く
や
、
『
宣
言
と
自

由
の
友
の
会
A
M
L
』
を
結
成
（
3
・
1
4
）
し
て
『
宣
言
』
実
現
の
た
め
の
大
衆
運
動
組
織
化
に
乗
り
出
し
た
。
一
方
、
下
層
原
住
民
を
支
持
基

盤
と
し
フ
ァ
ラ
ー
ト
・
ア
ヅ
バ
ー
ス
ら
よ
り
も
急
進
的
な
、
メ
サ
リ
・
ハ
ジ
（
竃
。
ω
。
。
ρ
¢
閾
ρ
＆
を
指
導
港
と
す
る
非
合
法
組
織
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

入
民
党
P
P
A
も
、
こ
の
A
M
L
を
如
法
活
動
の
絶
好
の
場
と
し
て
捉
え
A
M
L
へ
の
穀
織
浸
透
に
努
め
た
。
か
く
し
て
大
戦
終
結
前
後
の
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
民
族
運
動
は
、
A
M
L
を
軸
に
反
三
月
七
日
布
告
・
反
同
化
の
闘
い
を
押
し
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
民
族
運
動
を

取
り
締
ま
る
側
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
総
督
府
官
房
長
ガ
ザ
ー
ニ
ュ
（
謹
Φ
員
Φ
渕
窪
o
O
欝
ρ
鵯
Φ
）
は
、
こ
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
（
一
九
四
五
年
五
月
以
前
の
）
状
況
を
知
る
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
権
に
関
す
る
三
月
七
会
布
告
の
翌
碍
か
ら
検
討
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
布
告
の
本
質

は
、
フ
ラ
ン
ス
が
任
務
と
し
た
漸
進
的
同
化
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
北
ア
フ
ジ
懸
人
の
発
展
段
階
を
考
慮
し
た
上
で
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
改
良
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
者
が
そ
れ
に
満
足
を
示
さ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
者
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
反
対
を
意
憲
表
示
す
る
機
会

と
な
っ
た
。
早
く
も
（
布
告
）
公
表
の
翌
月
か
ら
、
ア
ル
ジ
ェ
、
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ー
ヌ
、
セ
テ
ィ
フ
で
は
、
改
良
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ

つ
い
て
一
点
の
疑
問
も
許
さ
な
い
ス
ロ
；
ガ
ソ
が
壁
に
現
れ
た
一
《
フ
ラ
ン
ス
市
民
権
乞
○
馨
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
市
民
権
○
¢
H
》
《
フ
ラ
ン
ス
市
民
権
打

倒
》
《
全
て
の
者
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
市
民
権
万
歳
》
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
彼
ら
（
イ
ス
ラ
ム
問
題
専
門
家
）
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
を
鼓
吹
し
て
い
る
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

族
主
義
意
識
が
、
同
化
へ
と
向
か
う
政
策
体
系
に
満
足
し
な
い
よ
う
な
程
度
に
既
に
達
し
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
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政権参加期フランス共産党の植民地構想（杉本）

そ
し
て
一
九
四
五
年
五
月
、
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
フ
ラ
ン
ス
人
が
五
年
に
亙
る
民
族
的
抑
圧
か
ら
最
終
的
に
解
放
さ
れ
た
丁
度
そ
の
時
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
地
方
を
中
心
に
し
て
、
原
住
民
の
民
族
主
義
的
蜂
起
が
勃
発
す
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
終
結
の
翌
日
（
5
・
8
）
、
G
P
R
F
主
催
の
祝
勝
式
典
に
合
わ
せ
て
A
M
L
は
独
立
要
求
デ
モ
を
企
て
た
。
デ
モ
隊
と
警
察

が
各
地
で
衝
突
。
特
に
ゲ
ル
マ
と
セ
テ
ィ
フ
の
両
市
で
は
、
「
独
立
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
万
歳
」
を
叫
ぶ
デ
モ
群
衆
に
警
察
が
発
砲
し
さ
え
し
た
。

そ
し
て
こ
の
衝
突
事
件
は
、
フ
ァ
ラ
ー
ト
・
ア
ッ
バ
ー
ス
や
P
P
A
指
導
者
ら
の
意
図
を
も
超
え
て
、
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
原
住
民
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
人
住
民
へ
の
襲
撃
蜂
起
（
殺
害
さ
れ
た
者
約
草
名
）
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
蜂
起
は
、
陸
海
空
軍
力
を
動
員
し
た
G
P
R
F
に
よ
っ
て
一
週
間
足
ら
ず
で
鎮
圧
さ
れ
る
。
殺
害
さ
れ
た
原
住
男
数
は
、
G
P

R
F
発
表
で
も
一
五
〇
〇
、
P
P
A
の
主
張
だ
と
四
万
五
千
に
も
の
ぼ
っ
た
。
A
M
L
は
非
合
法
化
さ
れ
、
フ
ァ
ラ
…
ト
・
ア
ッ
パ
ー
ス
を
含

む
多
く
の
民
族
主
義
指
導
者
が
投
獄
さ
れ
た
。
逮
捕
老
数
は
四
五
六
〇
、
う
ち
九
九
名
が
後
に
死
刑
判
決
（
執
行
さ
れ
た
の
は
四
八
名
）
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
本
土
が
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
か
ら
の
民
族
解
放
を
祝
っ
て
い
た
頃
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
原
住
民
の
民
族
自
決
要
求
が

銃
口
で
圧
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
の
か
。

　
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
は
、
ω
共
産
党
大
臣
が
閣
議
で
軍
隊
の
鎮
圧
行
為
を
批
判
し
な
か
っ
た
こ
と
、
②
卜
、
鳶
§
謡
§
ミ
の
文
面
が
鎮
圧
行
為
を
支

持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
取
り
上
げ
、
共
産
党
を
含
む
「
本
土
の
政
界
は
皆
こ
ぞ
っ
て
、
暴
動
の
鎮
圧
に
つ
い
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
総
督

の
立
場
に
与
し
た
」
（
　
〇
四
頁
）
と
結
論
づ
け
る
。

　
し
か
し
前
節
同
様
、
閣
議
は
党
本
来
の
構
想
が
陳
述
さ
れ
る
場
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
彼
の
第
一
の
論
点
は
無
視
し
よ

う
。
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
引
く
の
は
党
本
来
の
構
想
を
取
り
上
げ
た
第
二
の
論
点
な
の
だ
が
、
実
は
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
は
こ
の
問
題
で
重
要
な
事

実
を
言
い
落
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
指
摘
ど
お
り
確
か
に
ト
、
晶
質
§
§
ミ
は
「
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
に
鼓
吹
さ
れ
た
暴
動
分
子
が
セ
テ
ィ
フ

で
、
　
ヒ
ト
ラ
ー
の
降
伏
を
祝
っ
て
い
た
住
民
に
武
装
攻
撃
を
し
か
け
た
。
軍
隊
に
助
け
ら
れ
て
警
察
が
秩
序
を
維
持
し
て
い
る
漏
（
5
・
1
1
）
、

「
反
乱
組
織
者
と
、
蜂
起
を
指
揮
し
た
活
動
家
を
仮
借
な
く
早
急
に
懲
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
党
中
央
委
員
会
声
明
。
5
・
1
2
）
と
書
い
て

ill （787）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ロ
　
ン

は
い
た
が
、
し
か
し
一
方
で
共
産
党
が
次
の
よ
う
に
、
暴
動
の
主
犯
は
民
族
主
義
者
で
は
な
く
現
地
行
政
当
局
と
大
土
地
所
有
植
民
者
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
た
事
実
を
彼
は
言
い
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
総
督
府
は
今
日
、
暴
動
の
全
責
任
を
イ
ス
ラ
ム
分
子
の
み
に
負
わ
せ
て
い
る
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
し
か
し
挑
発
の
中
心
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
総
督
府

　
と
モ
ロ
ッ
コ
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
駐
衛
府
に
由
来
し
て
い
る
」
（
卜
、
霞
§
§
ミ
量
5
・
1
3
－
1
4
）

　
　
「
セ
テ
ィ
フ
と
ゲ
ル
マ
の
虐
殺
認
識
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
ず
っ
と
前
か
ら
企
ま
れ
て
い
る
フ
ァ
シ
ス
ト
陰
謀
の
、
流
血
を
見
た
最
初
の
示
威
行
為

　
で
あ
る
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
敵
（
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
）
が
こ
れ
こ
れ
の
民
族
運
動
内
に
代
理
人
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
代
理
人
が
最
近
の

　
反
乱
に
お
い
て
彼
ら
の
役
目
を
果
た
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
裏
切
り
の
最
大
申
心
が
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
敵
と
ヴ
ィ
シ
ー
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
運
動
で
は
な
く
、
　
一
握
り
の
植
民
地
領
主
の
特
権
階
級
意
識
で
あ
っ
た
偏
（
フ
ァ
ジ
ョ
ン
◎
焦
。
弓
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
鳴
a
o
昌
の
七
月
十
一
日
諮
問
議
会
演
説
）

112　（7S8）

　
こ
の
よ
う
に
党
本
来
の
構
想
は
、
現
地
行
政
当
局
と
大
植
罠
者
を
主
に
非
難
す
る
点
で
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
だ
が
党

本
来
の
溝
想
に
お
い
て
も
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
独
立
で
は
な
く
同
化
の
対
象
で
あ
っ
た
。
前
年
三
月
七
日
、
A
M
L
ら
が
同
化
主
義
だ
と
非
難

す
る
前
述
の
布
告
が
出
さ
れ
た
時
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
実
質
上
の
現
地
支
部
で
あ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
は
、
そ
の
週
刊
機
関
誌
竪
富
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
こ

（
3
・
1
6
）
を
通
じ
て
こ
の
布
告
を
、
《
正
義
に
か
な
っ
た
C
F
L
の
決
定
》
と
の
見
出
し
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
称
讃
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
今
年
の
δ
竃
0
9
0
a
〔
イ
ス
ラ
ム
教
の
ク
リ
ス
マ
ス
〕
は
、
全
て
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
に
と
っ
て
二
重
の
祝
祭
日
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
痛
ま
し
く
も
悲
惨

　
な
過
去
と
は
決
別
し
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
新
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
イ
ス
ラ
ム
教
徒
達
に
告
げ
る
た
め
に
、
預
訳
者
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
生
誕
日
が
適
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
」

　
そ
し
て
一
九
四
五
年
五
月
の
蜂
起
に
際
し
て
も
、
卜
、
寅
・
§
§
ミ
（
5
・
1
3
－
1
4
）
が
「
北
ア
フ
リ
カ
に
秩
序
を
回
復
さ
せ
る
唯
一
の
条
件
」

と
し
て
挙
げ
た
も
の
、
同
紙
（
5
・
1
5
）
が
「
事
態
を
救
う
」
た
め
の
方
策
と
し
て
挙
げ
た
も
の
、
さ
ら
に
は
、
第
十
回
党
大
会
（
6
・
2
6
－
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

初
寒
の
開
会
報
告
で
書
記
長
ト
レ
ー
ズ
が
「
植
民
地
諸
民
族
の
正
当
な
要
求
を
満
た
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
こ
の
「
悲
惨
な
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事
件
」
の
解
決
策
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
、
食
糧
事
情
改
善
・
戒
厳
令
解
除
・
ヴ
ィ
シ
ー
派
高
級
官
僚
罷
免
・
売
国
奴
（
一
大
植
民
者
）
処
罰
と

並
ん
で
、
「
一
九
四
四
年
三
月
七
日
布
告
の
実
施
」
だ
け
だ
っ
た
。

　
か
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
両
共
産
党
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
分
離
独
立
を
求
め
る
民
族
主
義
者
を
フ
ァ
シ
ス
ト
ー
大
植
民
者
と

同
列
に
置
き
次
の
よ
う
に
非
難
し
た
。

　
　
「
必
要
な
こ
と
は
、
五
月
八
二
事
件
に
参
画
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
虐
殺
者
と
、
イ
ス
ラ
ム
大
衆
を
意
図
的
に
欺
こ
う
と
し
た
擬
似
民
族
主
義
者
を
、
当
然
の

　
ご
と
く
罰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
擬
似
民
族
主
義
者
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
諸
住
民
と
フ
ラ
ン
ス
人
民
と
の
間
を
裂
こ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
封
建
的
大
所

　
有
者
に
与
し
た
の
で
あ
る
」
（
卜
、
導
§
§
譲
”
5
・
1
9
）

　
　
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
地
下
抵
抗
組
織
建
設
と
い
う
合
言
葉
を
展
開
さ
せ
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
違
の
間
に
憎
悪
の
種
を
蒔
い
て
い
る
P
P
A

　
は
、
ナ
チ
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
者
が
唱
え
て
い
る
合
言
葉
を
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
実
施
し
て
い
る
党
で
あ
る
」
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
が
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
に
頒
布
し
た
小
冊
子
）

　
し
か
し
一
九
四
六
年
初
夏
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
対
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
同
化
政
策
を
放
棄
す
る
。
同
化
政
策
が
原
住
民
の
受
け
容
れ
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
こ
と
が
、
党
指
導
部
に
も
よ
う
や
く
自
覚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
啓
示
は
（
第
二
次
）
憲
法
制
定
国
民
議
会
選
（
6
・
2
）
で
の
大
敗
北
で

あ
っ
た
（
表
1
）
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
指
導
者
の
一
人
プ
ア
リ
（
び
鍵
玄
℃
け
8
冨
ε
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
六
月
二
日
の
翌
日
、
そ
し
て
若
干
の
躍
躇
の
後
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
が
民
族
運
動
の
外

　
に
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
取
っ
て
き
た
セ
ク
ト
的
で
優
柔
不
断
な
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
者
と
だ
け
で
無
為
に
過
ご
す
こ
と
だ
と
宣
告

　
さ
れ
て
い
る
政
策
を
続
け
る
か
、
わ
れ
わ
れ
が
血
族
運
動
の
中
に
入
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
大
胆
で
統
一
を
求
め
る
政
策
を
取
る
か
、
わ
れ
わ
れ
は
選
択
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
（
一
九
四
七
年
四
月
二
六
日
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
第
四
回
大
会
で
の
閉
会
演
説
）

　
同
化
政
策
に
代
え
て
取
る
べ
き
政
策
は
、
八
月
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
政
治
局
員
マ
ル
テ
ィ
（
》
郎
山
国
．
ひ
　
り
両
㊤
目
仲
団
）

た
。
一
言
で
言
え
ば
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
連
邦
的
自
治
」
で
あ
り
、
中
身
三
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

に
よ
っ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
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「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
係
わ
る
全
て
の
問
題
を
扱
う
議
会
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
の
畢
急
な
樹
立
。

総
督
と
そ
の
植
民
地
行
政
機
構
の
廃
止
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
主
共
和
国

は
独
自
の
憲
法
・
議
会
・
政
府
を
持
ち
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
及
び
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
の
他
の
連
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
族
と
、
自
主
的
に
決
め
た
連
邦
二
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
団
結
す
る
だ
ろ
う
」

　
そ
し
て
実
際
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
、
表
1
〈
注
3
＞
の
U
D
M
A
が
憲
法
制
定
国
民
議
会

に
提
出
（
8
・
2
）
し
た
、
次
の
よ
う
な
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
法
案
に
賛
成
し
た
唯
一
の
本

土
政
党
で
あ
っ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
完
全
自
治
を
認
め
る
。
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
は
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
国
旗
を
認
め
る
」
（
第
一
条
）

「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国
は
連
邦
国
家
の
資
格
で
フ
ラ
ン
ス
連
合
の
構
成
員
と
な
る
」
（
第
二
条
）

「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国
は
、
領
土
全
域
に
わ
た
っ
て
、
警
察
を
含
む
全
国
内
問
題
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
⑳

完
全
主
権
を
有
す
る
」
（
第
三
条
）

こ
の
よ
う
に
独
立
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
、
共
産
党
の
本
来
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

構
想
は
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
の
植
民
地
主
義
と
ま
す
ま
す
内
容
を
違
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
党
の
唱
え
る
連
邦
主
義
は
、
完
全
同
権
の
二
国
関
係
を
想
定
し
て
は
い
な
か
っ

た
。
党
の
構
想
に
よ
れ
ぽ
、
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
と
議
会
は
外
交
・
軍
事
問
題
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
代
表
者
と
協
力
す
る
」
（
前
掲
マ
ル
テ
ィ
論
文
六
九
〇
頁
）
こ
と
に
な
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
党
が
支
持
し
た
前
述
の
U
D
M
A
提
出
独
立
法
案
に
は

表1　アルジェリア非フランス帯民有権者の投票結果

第：二次憲法制定圏罠議会選
　　〈1946年6月2　日〉

1345124

645045　（47．9590）

　　53396　（　3．97％）

　45S946　（34，1290）

ボイコット

第一次憲法制定国民議会選
　　〈1945年10月21日〉

1287276

701279　（54．48ero）

　135357　（10．5190）

ボイコット

ボイコット

数
数
…
党
派
A

者
総
…
沸

権票…

Y
”
P

　　

@　

有
投
…
共
フ
p
〈注1＞　アルジェリアの選挙は，フランス市民権を持つ第～有権者集団（約51万人）と，市民権

　　　を持たない原住民からなる第二有権者集団で別途に行われていた。

〈注2＞　（）内は対有権者数との比。

〈注3＞　ファラート・アッパース派は，指導者多数が投獄されていたため1945年選挙には候補を

　　　立てられなかったが，指導者釈放後の1946年5月にrアルジェリア宣言民主連含UDMA』

　　　を結成し選挙に臨んだ。
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次
の
よ
う
な
条
項
が
含
ま
れ
て
も
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国
の
外
交
と
国
防
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
外
交
・
國
防
と
共
同
で
あ
り
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
協
同
す
る
連
合
の
権
力
が
、
そ
の
行

　
使
を
所
管
す
る
」
（
第
二
条
）

　
　
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国
に
対
し
て
、
代
表
大
臣
を
派
遣
す
る
」
（
第
三
五
条
）

　
　
「
代
表
大
臣
は
、
と
り
わ
け
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
領
土
の
対
外
安
全
保
障
に
留
意
し
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国
大
統
領
と
協
力
し
必
要
な

　
　
　
　
　
⑳

　
措
置
を
と
る
」
（
第
三
七
条
）

　
つ
ま
り
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
は
、
少
な
く
と
も
外
交
・
軍
事
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
「
協
力
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

政
府
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
「
協
力
」
す
る
か
し
な
い
か
の
自
決
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
共
産
党
の
こ
の
連
邦
主
義
は
、
全
て
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
族
主
義
者
の
支
持
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
U
D
M
A
は
と
も
か
く

と
し
て
も
、
「
主
要
基
盤
が
都
市
の
イ
ス
ラ
ム
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
非
合
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
極
め
て
ダ
イ
ナ

ミ
ヅ
ク
で
活
動
的
で
あ
る
」
（
前
掲
噂
、
ル
テ
ィ
論
文
六
九
三
頁
）
と
し
て
共
産
党
自
身
が
最
も
重
要
視
し
た
P
P
A
は
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
と
い
う
構

想
自
体
を
拒
否
し
連
合
外
で
の
完
全
独
立
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
指
導
者
メ
サ
リ
・
ハ
ジ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
内
と
外
か
ら
脅
か
さ
れ
る
二
重
の
危
機
、
新
し
い
世
界
の
勃
興
と
被
抑
圧
民
族
の
覚
醒
と
い
う
危
機
に
備
え
る
た
め
に
、
植
民
地
主
義
は
自
己
を
保
ち
生

　
き
残
る
た
め
に
《
フ
ラ
ン
ス
帝
国
》
と
い
う
表
現
を
《
ブ
ラ
ソ
ス
連
合
》
と
い
う
表
現
に
取
り
替
え
た
。
し
か
し
こ
の
連
合
は
、
民
族
解
放
の
あ
ら
ゆ
る
運

　
動
を
窒
息
さ
せ
る
こ
と
を
明
噺
な
言
葉
で
蓑
明
し
て
い
る
。
…
…
…
自
称
連
合
の
実
現
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
の
全
野
抑

　
圧
民
族
が
こ
の
執
拗
な
悪
夢
を
は
ね
の
け
る
た
め
に
共
に
立
ち
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
…
フ
ラ
ン
ス
客
舎
の
旗
の
下
に
あ
る
こ
と
は
、
瀕
死
の
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
地
主
義
的
抑
圧
体
制
の
継
続
を
保
証
し
そ
れ
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を
意
味
す
る
」

　
こ
の
よ
う
に
、
共
産
党
の
本
来
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
構
想
は
、
現
地
行
政
当
局
と
大
植
民
者
を
主
な
非
難
対
象
と
し
、
さ
ら
に
一
九
四
六
年
六

月
以
降
は
フ
ラ
ン
ス
遮
合
爵
で
の
独
立
（
内
政
面
で
の
完
全
自
治
）
を
支
持
し
た
点
に
お
い
て
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
の
植
民
地
主
義
と
は
一
線
を
画
し
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て
い
た
が
、
し
か
し
、
党
の
前
期
の
同
化
主
義
は
無
論
の
こ
と
、
後
期
の
連
邦
主
義
も
ま
た
、

す
る
点
に
お
い
て
「
限
界
」
を
内
包
し
て
い
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
の
外
交
・
軍
分
権
を
制
約

116　（792）

　
4
　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ー
協
岡
主
義

　
一
九
四
五
年
三
月
九
日
、
日
本
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
（
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
）
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
配
体
制
は
一
夜
に
し
て
瓦
解
。
八
月
に

は
そ
の
日
本
も
降
伏
。
そ
れ
ら
の
結
果
生
じ
た
権
力
の
空
白
状
況
を
と
ら
え
、
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
独
立
同
盟
）
は
一
気
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

民
主
共
和
圏
臨
時
政
府
樹
立
（
8
・
2
9
）
、
独
立
宣
言
（
9
・
2
）
へ
と
進
ん
だ
。
　
一
方
、
植
民
地
体
制
の
再
構
築
を
狛
う
G
P
R
F
は
九
月
以
降

遠
征
軍
を
派
遣
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
コ
ー
チ
シ
ナ
の
占
領
を
手
始
め
に
北
方
（
ア
ソ
ナ
ソ
、
ト
ソ
キ
ソ
）
へ
の
侵
攻
を
図
り
、

こ
こ
に
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
の
序
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
一
九
四
六
年
。
こ
の
年
は
、
停
戦
交
渉
が
始
ま
り
、
そ
し
て
決
裂
し
て
戦
争
が
本
格
化
し
た
年
で
あ
っ
た
。
ま
ず
ハ
ノ
イ
。
フ
ラ
ン

ス
軍
の
軍
事
的
圧
力
を
受
け
て
ホ
ー
・
チ
ー
ミ
ン
は
、
G
P
R
F
代
表
サ
ン
ト
ニ
（
密
露
ω
愚
詠
Φ
曙
）
と
三
月
六
日
、
次
の
よ
う
な
停
戦
予
備

協
定
（
附
属
文
書
は
翌
七
日
）
を
結
ん
だ
…
一
将
来
の
本
交
渉
を
前
提
に
、
ω
ト
ン
キ
ン
を
含
む
全
土
ヘ
フ
ラ
ン
ス
軍
が
進
駐
し
た
上
で
、
②
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
軍
と
協
力
し
て
治
安
維
持
に
当
た
る
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
は
五
年
間
駐
留
し
、
③
空
・
海
軍
基
地
防
衛
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
の

駐
留
期
間
は
将
来
の
本
交
渉
に
委
ね
ら
れ
、
さ
ら
に
、
コ
ー
チ
シ
ナ
・
ア
ン
ナ
ン
・
ト
ン
キ
ン
三
地
域
の
統
一
独
立
を
主
張
す
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

政
府
と
、
コ
ー
チ
シ
ナ
だ
け
で
も
分
離
さ
せ
そ
こ
で
の
フ
ラ
ン
ス
支
配
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
G
P
R
F
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
結
果
、
ω
コ
ー

チ
シ
ナ
の
帰
属
は
住
民
投
票
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
譲
歩
し
て
よ
う
や
く
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
は
、
「
政
府
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

議
会
・
軍
隊
・
徴
税
権
を
有
し
、
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
と
フ
ラ
ン
ス
連
合
に
属
す
る
自
由
国
家
」
と
認
定
さ
れ
た
。

　
ω
外
交
権
は
一
切
認
め
ら
れ
ず
、
②
「
独
立
」
と
い
う
言
葉
の
代
わ
り
に
「
自
由
国
家
」
と
い
う
曖
昧
な
言
葉
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
③
イ
ン

ド
シ
ナ
連
邦
・
フ
ラ
ン
ス
連
合
の
中
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
権
限
と
、
住
民
投
票
の
擬
付
・
実
施
条
件
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
軍
駐
留
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期
間
に
つ
い
て
は
、
全
土
に
フ
ラ
ン
ス
軍
が
駐
留
す
る
と
い
う
脅
威
を
受
け
な
が
ら
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
実

際
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
G
P
R
F
の
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
か
つ
武
断
派
の
一
人
で
あ
る
ダ
ル
ジ
ャ
ン
リ
ユ
ー
（
目
三
①
目
q
α
．
≧
σ
・
Φ
ロ
一
一
魯
）

は
、
こ
の
協
定
を
「
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
確
か
な
成
功
で
あ
っ
た
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
わ
れ
わ
れ
は
時
間
を
稼
ぎ
、
そ
の
お
か
げ
で
わ
れ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

れ
の
軍
事
的
状
況
が
到
る
と
こ
ろ
で
強
固
な
も
の
に
な
っ
た
」
（
5
・
8
）
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
に
と
っ
て
は
、
敗
北
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
臥
薪
嘗
胆
、
不
利
な
状
況
で
止
む
を
え
ず
結
ん
だ
協
定
だ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
事
実
サ
ン
ト
ニ
に
よ
る
と
、
ホ
ー
・
チ
ニ
ミ
ン
は
協
定
調
印
に
際
し
て
、
「
私
は
非
常
に
悲
し
い
。
結
局
勝
っ
た
の
は
あ
な
た

方
な
の
で
す
か
ら
ね
。
私
が
こ
れ
（
協
定
）
以
上
の
も
の
を
望
ん
で
い
た
こ
と
を
、
あ
な
た
は
十
分
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
…
…
…
と
に
か
く
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

日
で
全
部
手
に
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
は
判
っ
て
い
ま
す
扁
と
彼
に
語
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
ボ
ー
・
チ
ニ
ミ
ン
に
次
ぐ
指

滋
者
ボ
ー
・
グ
ェ
ン
・
ザ
ッ
プ
（
＜
。
累
σ
Q
口
団
。
p
O
す
℃
）
も
ハ
ノ
イ
の
大
衆
集
会
（
3
・
7
）
で
、
「
世
界
史
を
み
れ
ぼ
、
窮
地
に
あ
っ
た
多
く
の

民
族
が
、
前
進
に
有
利
な
機
会
を
待
つ
術
を
心
得
て
困
難
に
打
ち
勝
っ
た
こ
と
が
判
る
」
と
し
て
、
本
協
定
を
ブ
レ
ス
ト
臆
リ
ト
フ
ス
ク
条
約

　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
擬
え
た
の
で
あ
る
。

　
停
戦
交
渉
の
次
の
舞
台
は
四
月
の
ダ
ラ
ト
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
南
部
）
。
「
仏
越
関
係
を
純
粋
に
双
務
的
な
視
点
、
つ
ま
り
権
利
に
お
い
て
平
等
な
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

国
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
る
」
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
側
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
文
化
・
経
済
協
力
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が
フ
ラ
ン
ス
軍
の
従
属
下

に
入
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
軍
事
協
力
（
フ
ラ
ン
ス
連
合
軍
基
地
、
戦
時
の
統
合
司
令
部
等
）
を
も
受
け
容
れ
る
用
意
が
あ
る
旨
蓑
明
し
た
。
し

か
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
側
が
何
に
も
ま
し
て
、
ω
外
交
権
の
承
認
と
、
②
中
立
・
臨
晴
の
行
政
機
関
の
下
で
コ
ー
チ
シ
ナ
住
民
投
票
を
お
こ

な
う
保
証
を
求
め
、
一
方
G
P
R
F
代
蓑
団
が
こ
の
問
題
で
の
権
限
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
結
局
交
渉
は
成
果
な
く

　
　
　
⑫

終
わ
っ
た
。

　
次
の
、
そ
し
て
事
実
上
最
後
の
停
戦
交
渉
は
、
ホ
i
・
チ
ニ
ミ
ン
を
フ
ラ
ン
ス
に
迎
え
七
月
六
日
か
ら
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
μ
1
で
始
ま
っ
た
。

し
か
し
ヴ
ェ
ト
、
ミ
ン
と
G
P
R
F
の
軋
櫟
は
以
前
に
も
増
し
て
深
ま
っ
て
い
た
。
ダ
ル
ジ
ャ
ン
リ
ユ
ー
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
で
コ
ー
チ
シ
ナ
自
治
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共
和
国
翻
設
宣
言
（
6
・
ユ
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
コ
ー
チ
シ
ナ
分
離
支
配
を
狙
う
G
P
R
F
の
意
図
が
ま
す
ま
す
明
瞭
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

従
っ
て
会
談
は
、
議
事
録
に
あ
た
り
会
談
を
唯
一
本
格
的
に
研
究
し
た
ア
ゾ
ー
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
「
耳
の
聞
こ
え
な
い
者
同
士
の
対
話
」

に
終
始
し
、
結
局
ホ
ー
・
チ
ニ
ミ
ン
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
同
権
・
停
戦
努
力
・
翌
年
交
渉
再
開
と
い
っ
た
、
原
則
だ
け
の
実

質
の
な
い
協
定
に
サ
イ
ン
（
9
・
！
4
）
す
る
だ
け
で
フ
ラ
ン
ス
を
後
に
す
る
。

　
十
月
に
入
る
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
に
徴
税
権
を
認
め
た
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
測
サ
ン
ト
ニ
協
定
に
背
馳
し
て
フ
ラ
ン
ス
軍
当
局
が
ハ

イ
フ
ォ
ン
の
税
関
署
を
占
領
し
た
た
め
、
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
と
の
緊
張
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。
十
一
月
二
十
日
に
は
衝
突
事
件
が
発
生
し
、
そ
れ

を
契
機
に
フ
ラ
ン
ス
軍
は
二
三
日
置
イ
フ
ォ
ン
を
砲
爆
撃
。
少
な
く
と
も
一
万
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
う
。
一
方
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
側
も
十

二
月
十
九
日
夜
、
ハ
ノ
イ
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
を
攻
撃
、
多
数
を
死
傷
さ
せ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
事
態
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
っ
た
こ
の
時
、
本
土
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
国
民
議
会
の
壇
上
か
ら
首
相
ブ
ル
ム
が
、
当
面
の
対
策
と

し
て
は
軍
事
強
硬
政
策
を
と
る
と
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
　
「
中
断
さ
れ
た
仕
事
を
、
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
と
自
由
に
結
合
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
連
合
の
中
に
自
由
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
組
織
す
る
と
い
う
仕
事
を
、
誠
実

　
に
再
案
す
る
こ
と
が
将
来
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
契
約
履
行
に
際
し
て
必
要
な
土
台
の
役
を
な
す
平
穏
な
秩
序
が
、
何
は
と
も
あ
れ
ま
ず
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
に
回
復
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
1
2
・
2
3
）

　
さ
ら
に
翌
一
九
四
七
年
一
月
一
二
日
に
は
、
同
じ
壇
上
か
ら
ラ
マ
デ
ィ
エ
が
、
よ
り
強
硬
な
、
そ
し
て
交
渉
相
手
と
し
て
最
早
ホ
ー
・
チ
・

ミ
ン
政
府
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
に
よ
り
従
順
な
勢
力
（
例
え
ば
パ
ド
・
リ
オ
）
を
考
え
て
い
る
と
示
唆
す
る
、
次
の
よ
う
な
首
相
指
名
要
請
演
説

を
お
こ
な
う
。

　
　
「
こ
の
戦
争
は
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
戦
争
を
望
ま
な
か
っ
た
し
、
現
在
も
望
ん
で
は
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と

　
を
し
、
理
に
か
な
っ
た
こ
と
は
す
べ
て
譲
歩
し
与
え
た
。
戦
争
が
何
も
解
決
を
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
。
将
来
に
お
い

　
て
、
秩
序
と
安
全
が
保
証
さ
れ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
に
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
時
ま
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
昆
族
意
識
が
生
ま
れ
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つ
つ
あ
る
こ
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
お
の
れ
の
役
割
に
配
慮
し
つ
つ
、
お
の
れ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
辞
さ
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
お
そ
ら
く
近
い
将
来
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
お
の
れ
の
前
に
、
理
性
的
言
葉
で
対
話
で
き
る
ア
ソ
ナ
ソ
人
指
の
代
衷
を
見
い
だ
す
だ
ろ
う
。
そ
の
時
フ
ラ
ン
ス

　
は
、
住
民
の
意
志
な
ら
ば
、
ア
ン
ナ
ソ
三
国
の
統
一
が
実
現
さ
れ
る
の
を
厭
わ
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
同
様
に
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
と
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
独
立
を
承
認
す
る
こ
と
も
吝
で
は
な
い
だ
ろ
う
」

　
そ
し
て
ラ
マ
デ
ィ
エ
政
権
下
の
三
月
二
二
日
、
対
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
遂
行
を
保
証
す
る
軍
事
予
算
政
府
案
が
国
民
議
会
を
通
過
。
こ
う
し
て
フ

ラ
ン
ス
は
、
長
い
植
民
地
戦
争
の
泥
沼
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
政
権
参
加
し
て
い
た
時
期
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
が
準
備
さ
れ
勃
発
し
た
時

期
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
で
党
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
の
か
。

　
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
が
党
の
「
限
界
」
と
し
て
指
摘
し
た
も
の
の
う
ち
、
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
の
植
民
地
主
義
政
策
に
反
対
せ
ず
連
合
政
権
を
形
成
・

維
持
し
た
こ
と
以
外
、
つ
ま
り
党
本
来
の
構
想
（
用
語
の
問
題
を
除
く
）
に
関
し
て
は
、
次
の
諸
点
が
あ
る
。

　
ω
　
一
九
四
五
年
秋
段
階
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
遠
征
軍
派
遣
を
支
援
し
た
（
一
四
〇
頁
）
。

　
②
　
同
時
期
、
「
共
産
党
の
宣
言
の
ど
こ
に
も
独
立
（
支
持
）
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
」
（
一
四
六
頁
）
。

　
③
　
一
九
四
六
年
三
月
六
日
の
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ソ
且
サ
ソ
ト
ニ
協
定
を
「
成
功
と
み
な
し
歓
迎
し
た
」
（
一
七
三
翼
）
。

　
ω
W
ダ
ラ
ト
交
渉
に
関
す
る
報
道
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
側
の
「
完
全
独
立
要
求
に
言
及
し
な
か
っ
た
」
（
一
七
七
頁
）
。

　
し
か
し
ω
に
つ
い
て
マ
ジ
ャ
リ
ア
ソ
は
重
要
な
点
を
言
い
落
と
し
て
い
る
。
党
は
、
遠
征
軍
派
遣
に
諸
手
を
挙
げ
て
支
持
し
た
の
は
確
か
だ

が
、
武
力
に
よ
る
独
立
運
動
圧
殺
に
は
次
の
よ
う
に
反
対
の
意
思
表
明
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
日
本
人
の
武
装
解
除
、
裏
切
り
者
・
ヴ
ィ
シ
ー
派
・
対
聯
協
力
者
の
逮
捕
。
遠
征
軍
部
隊
の
唯
一
の
任
務
は
こ
れ
ら
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
（
卜
．
霞
§
§
ミ
魯
1
0
・
5
）

そ
し
て
党
の
意
思
に
反
し
て
遠
征
軍
の
軍
事
力
が
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
弾
圧
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
政
策
の
変
更
を
次
の
よ
う
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に
要
求
し
て
も
い
た
。

　
　
「
わ
が
党
は
、
軍
事
活
動
の
即
時
停
止
と
、
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
が
拘
束
さ
れ
ず
に
委
任
し
た
政
府
と
の
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
要
求
す
る
」
（
同
紙
1
！
・
1
4
）

　
そ
し
て
、
「
力
の
政
策
」
を
非
難
す
る
こ
の
姿
勢
は
、
　
ハ
イ
フ
ォ
ン
砲
爆
撃
で
事
態
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
一
九
四
六
年
宋
以
降
の
段
階
で

次
の
よ
う
に
一
層
強
固
な
も
の
と
な
り
、
党
は
ホ
ー
・
チ
ー
・
・
ン
政
府
と
の
《
即
時
の
交
渉
》
を
要
求
す
る
。

　
　
「
こ
の
戦
争
が
不
正
義
の
戦
争
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
こ
の
戦
争
は
、
鶏
本
人
及
び
ヴ
ィ
シ
ー
の
な
ら
ず
者
と
闘
っ
た
人
民
を
再
び
植
民
地
奴
隷
に
す

　
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
」

　
　
「
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
対
立
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
一
九
四
六
年
三
月
六
日
協
定
に
基
づ
い
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
及
び
ホ
ー
・
チ
ニ
・
・
ン
大

　
統
領
と
平
和
交
渉
を
即
刻
再
開
す
る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
」
（
一
九
四
七
年
三
月
一
九
日
の
党
中
央
委
員
会
声
曲
。
卜
、
幾
§
§
ミ
“
”
3
・
2
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
「
政
府
多
数
派
は
わ
が
党
の
悲
痛
な
ア
ピ
ー
ル
に
耳
を
貸
さ
ず
、
出
口
と
希
望
の
な
い
力
の
政
策
を
続
け
て
い
る
」

　
こ
の
よ
う
に
共
産
党
の
本
来
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
構
想
は
、
「
力
の
政
策
」
を
と
る
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
の
植
民
地
主
義
と
も
、
さ
ら
に
一
九
四
六
年

末
以
降
は
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
政
府
以
外
と
の
《
秩
序
回
復
後
の
交
渉
》
を
望
む
ラ
マ
デ
ィ
エ
ら
の
植
民
地
主
義
と
も
大
い
に
異
な
る
面
が
あ

っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
は
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
の
②
の
論
点
だ
が
、
彼
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
四
五
年
九
月
二
十
日
の
次
の
よ
う
な
党
政
治
局
声
明
を
先
入

観
な
し
に
検
討
す
れ
ぼ
、
党
は
「
独
立
」
を
事
実
上
支
持
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
「
人
民
の
支
持
と
ア
ソ
ナ
ソ
の
軍
事
力
を
支
え
に
し
て
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
臨
時
政
府
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
政
府
が
ハ
ノ
イ
に
お
い
て
共
和
圏
宜
欝
を
お
こ
な
つ

　
た
」
（
卜
、
顛
§
§
ミ
”
9
・
2
1
）

確
か
に
こ
の
声
明
中
に
は
「
独
立
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
。
し
か
し
、
「
人
民
の
支
持
」
を
得
て
い
る
と
し
て
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
臨
時
政
府
を
正
統

大
し
て
い
る
わ
け
で
、
従
っ
て
、
そ
の
正
統
政
府
が
宣
言
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
国
も
正
統
視
、
つ
ま
り
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
国
と
し
て
の
独
立
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が
確
認
さ
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
同
年
一
九
四
五
年
十
一
月
、
党
の
影
響
下
に
あ
る
パ
リ
地
域
金
属
労
連
の
大
会
で
次
の
よ
う
な
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
こ

の
こ
と
が
ト
、
鳶
ミ
§
ミ
鳶
紙
上
（
1
1
・
1
1
1
1
2
）
で
紹
介
さ
れ
も
し
て
い
た
。

　
　
「
友
愛
を
理
解
す
る
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
に
示
し
、
彼
ら
が
自
ら
を
統
治
し
わ
れ
わ
れ
の
援
助
を
得
て
独
立
へ
の
大
望
を
実
現
で
き

　
る
よ
う
な
、
豊
か
な
民
主
的
政
策
を
彼
ら
に
対
し
て
（
G
P
R
F
に
）
採
ら
せ
る
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
は
、
人
民
が
選
出
し
た
憲
法
制
定
議
会
に
強
く
要
求
す

　
る
」

　
つ
い
で
に
言
え
ば
、
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
は
言
い
落
と
し
て
い
る
が
、
共
産
党
は
既
に
一
九
四
五
年
秋
段
階
で
、
コ
ー
チ
シ
ナ
を
含
む
統
一
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
独
立
を
も
事
実
上
承
認
し
て
い
た
。
先
の
党
政
治
局
声
明
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
国
〔
ト
ソ
キ
ソ
・
ア
ン
ナ
ソ
・
コ
ー
チ
シ
ナ
〕
の
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
軍
が
占
領
し
て
い
る
南
部
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
政
府
の
行
政

　
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
」
（
同
紙
9
・
2
1
。
鉤
括
弧
原
文
通
り
）

　
そ
し
て
、
統
一
独
立
支
持
と
い
う
こ
の
党
の
姿
勢
は
、
時
の
経
過
と
共
に
ま
す
ま
す
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。

　
　
「
自
由
と
独
立
を
渇
望
す
る
全
人
民
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
留
主
共
和
国
」

　
　
「
コ
ー
チ
シ
ナ
人
と
ト
ソ
キ
ソ
人
と
の
違
い
は
、
歴
史
的
・
地
理
的
・
人
種
的
・
言
語
的
に
言
っ
て
、
ル
シ
ヨ
ソ
地
方
と
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
と
の
違
い
よ
り
小

　
　
⑲

　
さ
い
」

　
　
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
の
枠
内
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
独
立
と
統
一
を
尊
重
す
る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
偏
（
一
九
四
七
年

　
三
月
十
九
日
の
党
中
央
委
員
会
声
明
。
卜
、
奪
§
§
ミ
魯
3
・
2
0
）

　
こ
の
よ
う
に
、
首
毘
一
貫
し
て
「
力
の
政
策
」
を
非
難
し
、
ホ
ー
・
チ
・
、
ミ
ソ
政
府
と
の
交
渉
を
求
め
、
コ
ー
チ
シ
ナ
を
含
む
統
一
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
独
立
を
支
持
し
た
点
に
お
い
て
、
共
産
党
本
来
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
構
想
は
ド
・
ゴ
ー
ル
ら
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
諸
点
が
党
の
構
想
の
全
て
で
櫨
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
権
限
に
つ
い
て
、
党
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
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た
の
か
。
こ
れ
こ
そ
が
党
構
想
の
、
別
の
、
そ
し
て
枢
要
な
部
分
だ
ろ
う
。

は
表
さ
れ
ず
、
次
の
よ
う
に
漠
然
と
し
か
語
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
協
同
主
義
と
呼
べ
る
も
の
な
の
だ
が
、
た
だ
し
明
示
的
に

122　（798）

「
（
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
の
）
地
位
は
多
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
つ
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
海
外
県
〔
マ
ル
チ
ニ
ッ
タ
型
〕
・
l
ー
フ
ラ
ソ
ス

共
和
国
の
枠
内
で
の
み
し
か
最
早
発
展
を
考
え
ら
れ
な
い
も
の
。
海
外
領
土
〔
コ
ー
ト
・
デ
ィ
ボ
ア
ー
ル
型
〕
一
後
日
の
発
展
の
可
能
性
を
守
る
も
の
。

連
邦
国
家
－
多
少
な
り
と
も
大
ぎ
な
権
限
を
持
つ
政
府
に
よ
っ
て
そ
の
個
性
が
保
証
さ
れ
る
も
の
〔
お
そ
ら
く
将
来
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国
が
そ
の
例

と
な
る
だ
ろ
う
〕
。
協
同
国
家
〔
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
型
〕
一
完
全
自
治
へ
の
発
展
の
最
終
段
階
を
画
す
も
の
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
自
由
な
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

和
国
は
、
国
内
機
構
と
多
様
な
地
域
の
統
合
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
行
政
機
関
と
話
し
合
う
必
要
は
全
く
な
い
」
（
鉤
括
弧
原
文
通
り
）

そ
し
て
、

て
い
た
。

ブ
ラ
ン
ス
軍
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
全
土
進
駐
を
認
め
た
ホ
ー
・
チ
ー
・
・
ン
ー
サ
ソ
ト
ニ
協
定
調
印
直
後
、
マ
ル
テ
ィ
が
次
の
よ
う
に
語
っ

「
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
今
で
は
最
早
《
優
越
人
種
》
と
し
て
で
は
な
く
、
ア
ソ
ナ
ソ
人
民
の
友
と
し
て
姿
を
現
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

戦
闘
が
止
ん
だ
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
友
好
的
に
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
が
そ
の
主
権
を
守
る
の
を

援
助
さ
え
す
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
は
こ
の
先
さ
ら
に
五
年
間
は
駐
留
す
る
だ
ろ
う
」
（
一
九
四
六
年
三
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

四
日
ア
ル
ジ
ェ
に
お
け
る
大
衆
集
会
で
の
演
説
）

　
こ
の
よ
う
に
党
が
言
葉
で
表
し
主
張
し
た
事
柄
か
ら
は
、
党
は
内
政
に
つ
い
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
に
完
全
な
自
由
裁
量
権
を
認
め
、
一
方
、

軍
事
権
の
制
約
に
つ
な
が
る
フ
ラ
ン
ス
軍
駐
留
を
要
求
し
て
い
た
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え
て
、
言
わ
な
か
っ
た
事
柄
に

も
注
記
す
る
と
、
党
構
想
の
別
の
面
が
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
際
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
ヤ
ジ
ャ
リ
ア
ソ
の
㈲
ω
の
論
点
で
あ
り
、

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
外
交
権
を
制
約
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
ホ
ー
・
チ
ー
ミ
ン
ー
サ
ン
ト
ニ
協
定
で
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
に
外
交
権
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
ダ
ラ
ト
、
フ

ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
両
会
談
に
お
い
て
も
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
は
外
交
権
の
承
認
を
強
く
求
め
た
が
、
G
P
R
F
は
こ
れ
を
拒
否
し
続
け
た
。
そ
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し
て
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
、
こ
の
よ
う
な
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
ー
サ
ソ
ト
ニ
協
定
を
、
マ
ジ
ャ
リ
ア
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
成
功
と
み
な
し

歓
迎
し
た
」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
党
は
、
当
協
定
及
び
ダ
ラ
ト
、
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
i
両
会
談
に
関
す
る
報
道
や
、
議
会
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

問
題
審
議
の
際
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
外
交
権
要
求
に
つ
い
て
全
く
言
及
さ
え
し
な
か
っ
た
。
外
交
権
に
つ
い
て
党
は
極
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
駐
留
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
ホ
ー
・
チ
ニ
ミ
ン
ほ
サ
ン
ト

ニ
協
定
調
印
直
後
は
無
論
の
こ
と
、
政
権
参
加
時
代
を
通
じ
て
常
に
党
は
、
「
力
の
政
策
」
を
非
難
し
つ
つ
も
、
　
フ
ラ
ン
ス
軍
の
駐
留
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
決
し
て
異
議
申
し
立
て
を
お
こ
な
わ
ず
そ
の
避
退
を
要
求
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
特
に
暗
示
的
な
の
が
、
党
の
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
政
策
を
総
括
し
た
一
九
四
七
年
八
月
付
論
説
の
中
の
、
次
の
よ
う
な
一
文
で
あ
る
。

「
人
民
の
総
意
に
よ
っ
て
熱
狂
の
中
で
権
力
に
就
い
た
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
臨
時
）
政
府
は
、
最
初
の
い
く
つ
か
の
困
難
に
た
ち
ま
ち
遭
遇
し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
協

定
に
従
い
日
本
人
を
武
装
解
除
す
る
と
称
し
て
、
外
国
軍
隊
〔
北
部
に
中
国
軍
、
南
部
に
イ
ギ
リ
ス
軍
〕
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
洪
水
と
、
旧
ヴ
ィ
シ
ー

詐
日
本
体
言
の
経
済
・
財
政
不
振
と
に
由
来
す
る
経
済
困
難
も
あ
っ
た
。
独
立
を
か
ち
取
っ
た
共
和
国
は
、
グ
レ
イ
シ
…
（
0
8
σ
q
げ
ω
9
霧
亀
）
参
謀
長
の

イ
ギ
リ
ス
旺
ヒ
ン
ズ
ー
部
隊
に
支
援
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
一
味
の
新
し
い
攻
撃
か
ら
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
陥
っ
た
。
…
・
…
：
（
中

略
）
…
…
…
南
部
で
の
武
装
闘
争
、
北
部
で
の
経
済
闘
争
、
大
衆
の
政
治
・
社
会
教
育
。
　
こ
れ
ら
が
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
臨
時
政
府
に
）
提
起
さ
れ
た
課
題
だ
っ

⑫た
」
（
鉤
播
弧
原
文
通
り
）

こ
の
文
中
で
非
難
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
軍
及
び
イ
ギ
リ
ス
軍
と
、
後
者
に
支
援
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
一
味
」
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
「
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
一
味
」
と
い
う
表
現
は
、
ダ
ル
ジ
ャ
ン
リ
ユ
ー
に
代
表
さ
れ
る
現
地
フ
ラ
ン
ス
軍
首
脳
部
ら
を
指
し
て

お
り
、
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
全
体
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
軍
駐
留
に
つ
い
て
は
論
外
に
置
か
れ
て
い
る
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
外
交
権
・
軍
事
権
の
制
約
に
つ
な
が
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
な
ぜ
も
っ
と
明
確
に
主
張
し
な
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か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
長
年
の
同
志
で
あ
る
ホ
i
・
チ
・
ミ
ン
ら
が

外
交
権
獲
得
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
こ
の
態
度
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
、
と
容
易
に
想
像
で
き
る
。
だ
が
、
軍
事
権

制
約
一
仏
越
軍
事
「
協
力
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
ヴ
置
ト
ナ
ム
政
府
竜
一
応
同
意
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
な
ぜ
共
産
党
は
構
想
を
も
っ
と
は
っ
き
り
明
示
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
容
易
に
解
消
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
残
る
が
、
し
か
し
、
連
邦
主
義
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
場
合
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
形
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
国
の
外
交
権
・

軍
事
権
を
制
約
す
る
こ
と
を
党
は
構
想
し
て
い
た
、
と
結
論
づ
け
て
も
、
そ
れ
は
事
実
と
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
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以
上
こ
の
章
を
ま
と
め
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
本
来
の
植
民
地
構
想
は
、
ω
「
力
の
政
策
」
を
非
難
し
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
加
入
に
際
し
て

は
「
自
由
な
同
意
」
と
い
う
原
則
を
掲
げ
、
さ
ら
に
は
内
政
面
で
の
大
幅
な
自
治
を
主
張
し
て
い
た
点
で
ド
・
ゴ
～
ル
ら
の
植
民
地
主
義
と
一

線
を
画
し
て
い
た
が
、
②
フ
ラ
ン
ス
連
合
へ
の
事
実
上
強
制
的
な
加
入
を
求
め
、
そ
し
て
連
舎
内
で
の
フ
ラ
ン
ス
共
湘
国
の
優
位
（
と
り
わ
け
外

交
・
軍
事
面
）
を
唱
え
る
点
で
、
帝
国
意
識
か
ら
の
解
放
に
関
し
て
「
限
界
」
を
内
包
し
て
い
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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介
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①
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二
　
　
「
限
界
」
の
背
景
一
〈
米
人
帝
国
主
義
に
抗
す
る
民
主
フ
ラ
ン
ス
〉
論

　
前
章
で
見
た
共
産
党
の
「
限
界
」
の
背
景
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
党
が
実
際
に
主
張
し
た
こ
と
の
み
拾
い
だ
し
こ
れ
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
が
民
主
化
さ
れ
れ
ば
植
民
地
民
族
の
要
求
も
充
足
さ
れ
る
、
と
共
産
党
は
主
張
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
内

民
主
化
と
植
民
地
民
族
の
要
求
充
足
。
こ
の
両
者
の
関
係
を
論
じ
た
党
文
書
を
幾
つ
か
列
挙
し
て
み
よ
う
。

「
民
主
的
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
族
の
問
題
は
、
実
際
に
は
、
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
民
主
主
義
の
問
題
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
ア
ル
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
ト
　
ル

リ
ア
人
民
が
自
分
達
の
運
命
の
支
配
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
民
に
も
た
ら
す
、
共
通
の
勝
利
の
時
の
努
力
と
犠
牲
の
総
和
が
誠
実
な
も
の
で
あ
れ
ぼ
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

だ
け
一
層
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
の
正
当
な
要
求
は
達
成
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
大
き
く
な
る
」
（
一
九
四
三
年
末
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
初
級
学
校
教
本
）

「
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ラ
ス
ト
と
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
彼
ら
の
援
軍
で
あ
る
百
人
領
主
。
こ
れ
ら
最
大
の
敵
に
対
す
る
闘
争
に
お
い
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が

果
た
す
役
割
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…

　
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
解
放
を
援
助
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
を
粉
砕
し
ト
ラ
ス
ト
を
清
算
す
る
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
主
権
回
復
を
援
助
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
首
尾
一
貫
し
た
民
主
主
義
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
首
尾
一
貫
し
た
民
主
主
義
の
フ
ラ
ン
ス
だ
け
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
圧
迫
し
て
い
る
抑

圧
の
重
荷
を
取
り
除
き
、
植
民
地
百
人
領
主
の
範
を
最
終
的
に
葬
り
怠
る
で
あ
ろ
う
」
（
一
九
四
四
年
九
月
二
三
日
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
中
央
大
会
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

け
る
書
記
ウ
ズ
ガ
ヌ
》
巳
霧
○
ロ
器
σ
q
碧
Φ
の
報
告
）

「
真
の
民
主
主
義
の
婬
設
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
人
民
が
お
こ
な
っ
て
い
る
闘
争
は
、
彼
ら
植
民
地
民
族
が
よ
り
良
い
生
活
・
自
由
な
生
活
に
到
達
し
え
る
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

証
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
こ
の
民
主
主
義
か
ら
利
益
を
得
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」

「
祖
国
を
持
た
な
い
ト
ラ
ス
ト
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
固
有
の
敵
へ
の
闘
い
の
中
で
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
民
主
フ
ラ
ン
ス
と
の
絶
縁
を
求
め
な
い
こ
と
が
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
利
益
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
民
族
問
題
の
最
大
の
理
論
家
で
あ
る
同
量
ス
タ
ー
リ
ン
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
い
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④

る
よ
う
に
、
あ
る
一
國
の
罠
主
主
義
が
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
民
族
的
抑
圧
は
減
少
す
る
か
ら
で
あ
る
」

「
同
志
工
筆
墨
・
セ
ザ
ー
ル
（
a
ヨ
①
O
Φ
・
・
巴
お
）
が
《
資
本
主
義
が
打
倒
さ
れ
な
い
限
り
植
民
地
問
題
は
解
決
し
な
い
だ
ろ
う
》
と
主
張
し
た
の
は
全
く

正
し
い
の
だ
が
、
こ
の
主
張
に
拘
泥
す
る
の
は
危
険
で
あ
り
政
治
的
に
誤
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
民
が
本
土
に
お
い
て
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
、

そ
れ
を
海
外
領
土
へ
拡
大
さ
せ
る
に
つ
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
、
植
民
地
問
題
の
満
足
い
く
解
決
の
た
め
の
状
況
を
ま
す
ま
す
豊
に
創
り
出
し
て
い
る
の

　
　
⑤

で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
　
イ

「
本
国
に
お
け
る
民
主
主
義
の
い
か
な
る
後
退
も
、
海
外
の
地
域
に
お
け
る
自
由
の
後
退
を
意
味
す
る
こ
と
。
そ
の
代
わ
り
に
、
海
外
の
地
域
に
お
け
る
自

由
へ
の
い
か
な
る
前
進
も
、
本
国
に
お
け
る
民
主
主
義
の
強
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
事
を
知
っ
て
い
る
」
（
一
九
四
六
年
九
月
一
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

憲
法
制
定
国
民
議
会
に
お
け
る
ロ
ズ
レ
イ
演
説
）

　
そ
し
て
第
二
に
共
産
党
は
、
植
民
地
民
族
の
要
求
充
足
を
可
能
に
す
る
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
国
内
民
主
化
の
保
証
こ
そ
、

成
功
す
る
こ
と
だ
と
、
人
民
戦
線
時
代
の
例
を
あ
げ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

自
党
が
存
在
・

「
人
民
戦
線
の
時
代
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
と
、
既
に
金
満
権
力
と
闘
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
民
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
自
分
達
が
自
由
と
進
歩
〔
イ
ス

ラ
ム
議
会
、
集
会
の
権
利
、
賃
金
改
善
、
社
会
立
法
の
部
分
的
享
受
〕
へ
ど
れ
ほ
ど
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
住
民
は
何
よ
り
も

よ
く
覚
え
て
い
る
。

　
等
質
さ
れ
、
真
に
塾
主
的
で
人
民
的
な
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
協
力
が
別
な
面
で
有
効
た
り
え
る
だ
ろ
う
。
裏
切
り
潜
達
の
衡
有
物
で
あ
っ
た
全
生
産
手

段
が
国
民
の
手
に
戻
る
お
か
げ
で
、
産
業
上
の
重
要
な
支
援
と
、
今
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
条
件
と
、
そ
し
て
将
来
全
面
的
に
解
放
さ
れ
る
保
証
と
を
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
に
も
た
ら
し
え
る
の
は
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
だ
け
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
解
放
の
立
役
者
で
あ
り
、
新
し
い
民
主
主
義
の
砦
で
あ
る
強
力
な
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

共
産
党
の
存
在
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
こ
の
前
進
の
保
証
と
な
る
だ
ろ
う
」
（
前
掲
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
初
級
学
校
教
本
。
鉤
括
弧
原
文
通
り
）

「
人
畏
戦
線
の
時
代
、
フ
ラ
ン
ス
入
溝
と
フ
．
ラ
ン
ス
労
働
者
階
級
の
援
助
の
お
か
げ
で
、
初
め
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
集
会
・
結
社
・
出
版
の
若
干
の
自
由

と
、
社
会
立
法
・
週
労
働
四
十
時
間
制
・
賃
上
げ
を
手
に
し
た
。
土
着
民
法
規
は
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

　
《
奇
妙
な
戦
争
》
、
つ
い
で
ヴ
ィ
シ
ー
主
義
は
、
わ
が
国
の
住
民
に
背
き
、
民
族
抑
圧
の
強
化
を
も
た
ら
し
た
。
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そ
れ
ゆ
え
今
罠
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
挑
発
と
ヴ
ィ
シ
ー
派
の
宣
伝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
民
主
主
義
の
勝
利
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
第
一
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
成
功
の
中
に
特
に
大
き
な
希
望
を
見
い
だ
し
て
い
る
」

さ
ら
に
マ
ル
テ
ィ
は
、
植
民
地
民
族
の
要
求
を
充
足
さ
せ
え
る
こ
の
「
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
成
功
」
と
は
、
ト
レ
ー
ズ
首
班
政
権
の
樹
立
に
重

な
ら
な
い
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
も
い
た
。

　
　
「
全
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
に
安
寧
と
幸
福
を
保
証
す
る
に
は
、
四
つ
の
条
件
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
平
和
を
守
り
強
固
に
す
る
。
第
二

　
に
、
生
産
を
増
強
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
全
社
会
立
法
を
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
適
用
す
る
。
第
三
に
、
民
主
主
義
を
発
展
・
強
化
さ
せ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
住
民
の
偉

　
大
な
友
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
書
記
長
モ
ー
リ
ス
・
ト
レ
ー
ズ
が
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
政
府
を
形
成
す
る
責
務
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
勤
労
住
民
と
フ
ラ
ン
ス
入
質
と
の
友
愛
的
連
合
」
（
前
掲
｝
九
四
六
年
三
月
二
四
日
ア
ル
ジ
ェ
に
お
け
る
大
衆
集
会
で
の
演
説
）

　
そ
し
て
第
三
と
し
て
共
産
党
は
、
実
際
に
自
党
の
影
響
下
新
し
い
民
主
的
ブ
ラ
ン
ス
が
誕
生
・
成
長
し
つ
つ
あ
る
の
だ
と
、
次
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
た
。

　
　
「
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
に
導
か
れ
て
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
、
国
ご
と
に
必
然
的
に
異
な
る
固
有
の
道
を
通
り
社
会
主
義
へ
の
道
を
歩
む
に
あ
た
り
、
自
分
達
が
よ

　
り
大
き
な
罠
主
主
義
・
進
歩
・
社
会
正
義
へ
の
道
に
い
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
現
在
フ
ラ
ン
ス
に
存
在
し
て
い
る
民
主
主
義
は
、
大
戦
間
期
に
あ
っ
た
民
主
主
義
と
は
も
は
や
似
通
っ
て
は
い
な
い
。
根
底
的
な
変
革
が
生
じ
た
の
で

　
あ
る
。

　
　
力
関
係
が
変
化
し
た
。
戦
前
、
労
働
者
階
級
は
反
対
派
陣
営
に
投
げ
入
れ
ら
れ
、
国
の
運
営
に
参
画
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
国
民
解
放
戦
争
と
再

　
建
の
闘
い
の
中
で
果
た
し
た
決
定
的
役
割
に
よ
っ
て
、
労
働
者
階
級
は
国
の
最
も
活
動
的
で
自
覚
的
な
勢
力
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
。
労
働
者
階
級
は
指

　
導
者
階
級
と
し
て
自
ら
任
じ
る
方
向
へ
ま
す
ま
す
向
か
っ
て
い
る
。
労
働
者
階
級
の
役
割
は
絶
え
ず
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
他
方
ト
ラ
ス
ト
の
役
割
は
減
少
し

　
　
　
　
⑩

　
　
つ
つ
あ
る
」

さ
ら
に
共
産
党
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
新
憲
法
さ
え
も
が
、
自
党
の
影
響
下
で
フ
ラ
ン
ス
国
内
民
主
化
が
結
実
し
た
証
左
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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「
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
五
月
五
日
国
民
投
票
の
結
果
を
考
慮
し
、
国
民
の
共
和
主
義
多
数
派
の
賛
成
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
な
憲
法
草
案
作
成
に
至
る
よ
う
、

有
用
な
討
議
を
お
こ
な
う
意
図
が
あ
る
と
明
言
し
た
。
し
か
し
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
、
憲
法
草
案
の
中
で
取
り
扱
わ
れ
る
若
干
の
根
本
的
問
題
に
つ
い
て
は

譲
ら
な
い
と
強
調
も
し
た
。
か
く
し
て
わ
が
党
の
代
表
は
、
五
月
五
日
憲
法
の
序
文
の
役
を
努
め
て
い
る
人
権
宣
琶
中
に
既
に
表
れ
て
い
た
経
済
・
社
会
諸

権
利
の
確
認
を
新
憲
法
に
お
い
て
も
維
持
す
る
た
め
に
闘
っ
た
。
同
様
に
わ
れ
わ
れ
は
、
政
教
分
離
原
則
へ
の
攻
撃
を
放
任
せ
ず
、
こ
の
原
則
が
憲
法
本
文

自
体
の
中
に
は
っ
き
り
と
表
開
ざ
れ
る
よ
う
要
求
す
る
わ
れ
わ
れ
の
意
志
を
明
製
し
た
。
最
後
に
わ
が
党
は
、
普
通
選
挙
で
選
ば
れ
る
国
民
議
会
の
最
高
権

へ
の
攻
撃
を
放
任
し
な
い
よ
う
、
同
様
に
心
懸
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
重
要
点
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
満
足
で
き
た
、
と
言
え
る

　
　
⑪

だ
ろ
う
」

「
可
決
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
の
憲
法
が
海
外
雲
南
族
に
、
彼
ら
が
正
当
に
も
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
全
て
を
一
見
し
た
と
こ
ろ
与
え
て
は
い
な
い
と
し
て

も
、
憲
法
の
中
で
民
主
的
原
則
が
保
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
海
外
諸
民
族
の
今
後
の
発
展
に
と
っ
て
決
定
的
な
事
件
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
民
主
主
義
の
重
要
原
則
を
保
持
し
、
植
民
地
主
義
的
・
人
種
主
義
的
抑
圧
の
強
化
と
な
っ
て
現
れ
る
勝
人
権
力
の
薪
フ
ァ
シ
ス
ト
的

企
み
に
戸
を
閉
ざ
し
た
こ
と
で
、
九
月
二
九
日
に
憲
法
制
定
国
民
議
会
が
可
決
し
十
月
十
三
日
に
人
民
が
批
准
し
た
憲
法
は
、
植
民
地
民
族
に
と
っ
て
実
利

　
　
　
　
　
　
⑫

的
な
も
の
で
あ
る
」

　
つ
い
で
第
四
に
共
産
党
は
、
米
英
が
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
へ
の
帝
国
主
義
的
進
出
を
狙
っ
て
い
る
と
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

「
（
ソ
連
邦
と
東
欧
諸
国
以
外
の
）
他
の
諸
国
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
反
動
派
の
企
て
を
援
助
す
る
仕
慕
に
、
こ
と
の
ほ
か
熱
中
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
罠

主
主
義
の
前
進
を
さ
ま
た
げ
る
た
め
、
ま
た
、
債
務
帳
と
な
っ
た
諸
国
の
経
済
が
隷
属
化
す
る
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
世
界
中
に
基
地
や
領
土
を
占
領
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
帝
国
主
義
的
制
覇
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
う
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
が
同
盟
困
た
る
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
北
ア

　
　
　
　
オ
ヤ
ア
ニ
ア

フ
リ
カ
や
太
洋
州
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
基
地
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
　
一
つ
の
事
実
で
あ
る
」
（
一
九
四
六
年
六
月
十
五
日
党
中
央
委
員
会
に
お

　
　
　
　
　
　
　
⑬

け
る
ト
レ
ー
ズ
報
告
）

「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
植
民
地
領
主
・
フ
ァ
シ
ス
ト
・
人
種
差
別
主
義
者
が
、
昨
日
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
と
同
様
ヒ
ト
ラ
ー
に
身
を
売
り
、
今
日
は
自
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

主
義
の
装
い
の
下
、
別
の
帝
国
主
義
に
身
売
り
し
ょ
う
と
し
て
い
る
し
（
一
九
四
六
年
七
月
二
一
日
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
声
明
）

「
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ソ
政
府
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
に
敵
対
す
る
政
策
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
を
損
な
い
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
中
国
の
帝
国
主
義
的
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企
図
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
三
国
は
、
出
口
の
な
い
冒
険
に
フ
ラ
ン
ス
が
入
っ
て
い
く
の
を
満
足
げ
に
眺
め
、
介
入
の
機
会
を
待
っ
て
い

　
⑮
　
る
L

　
　
「
は
っ
き
り
と
名
指
し
す
る
に
は
及
ば
な
い
が
、
外
国
帝
国
主
義
が
フ
ラ
ン
ス
を
狙
っ
て
お
り
、
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
の
従
順
な
衛
星
国
に
で
き
る
よ
う
に
フ
ラ

　
ソ
ス
を
最
も
小
さ
い
状
態
に
し
て
弱
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
一
層
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
出
来
事
が
早
急
に
解
決
を
見
て
い
な
い
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
実
が
フ
ラ
ン
ス
連
合
の
他
の
部
分
に
お
い
て
難
窮
を
誘
発
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
理
解
す
る
の
は
た
や
す
い
」

　
　
「
蒋
介
石
の
韓
国
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
沖
の
古
く
か
ら
の
ア
ソ
ナ
ン
領
土
で
あ
る
パ
ラ
セ
ル
（
礪
沙
）
群
島
を
占
拠
し
、
そ
こ
に
海
空
軍
基
地
、
し
か
も
ア
メ

　
リ
カ
の
を
建
設
で
き
た
の
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
紛
争
を
利
用
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
カ
リ
ブ
海
で
は
、
ト
ル
ー
マ

　
ソ
政
治
が
政
府
か
ら
税
関
・
通
貨
や
国
旗
に
至
る
ま
で
全
制
度
の
黒
幕
に
な
っ
て
い
る
ア
ン
テ
ィ
ル
連
邦
高
家
の
中
に
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
と
グ
ア
ド
ル
ー
プ

　
を
含
め
よ
う
と
目
論
む
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ド
ニ
ア
で
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
合
衆
国
に
対
す
る

　
共
感
を
隠
そ
う
と
し
な
い
《
ニ
ヅ
ケ
ル
》
ト
ラ
ス
ト
と
植
民
者
の
要
求
に
応
え
る
形
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
最
大
級
の
感
動
的
信
頼
を
表
明
し
て
い
る
原
住
民
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
の
無
益
な
迫
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
」

　
　
「
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
の
平
等
で
自
由
な
民
族
間
の
友
愛
と
信
頼
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
紛
争
解
決
を
も
と
め
、
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
で
既
に
起
こ
り
誰
も
が

　
そ
の
結
末
を
知
っ
て
い
る
《
友
好
》
列
強
の
陰
謀
を
失
敗
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
わ
れ
わ
れ
が
外
国
か
ら
借
款
を
得
ら
れ
る
唯
一
の
条
件
は
貸
手
の
資
本
と
商
品
に
フ
ラ
ン
ス
連
合
領
土
を
開
放
す
る
こ
と
だ
と
、
パ
リ
の
新
聞
は
明
言
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
一
九
四
七
年
五
月
十
八
日
二
i
ム
市
に
お
け
る
ト
レ
ー
ズ
演
説
）

　
　
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
自
ら
の
任
務
を
果
た
し
影
響
力
を
広
げ
る
と
い
う
、
圏
際
的
勇
気
の
あ
る
行
為
の
中
に
こ
そ
フ
ラ
ン
ス
の
減
信
が
あ
る
。
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
ス
の
地
位
は
、
米
英
帝
国
主
義
の
檸
猛
な
欲
望
の
た
め
に
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
」

　
そ
し
て
第
五
に
共
産
党
は
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
を
除
く
地
域
・
国
は
後
進
的
経
済
構
造
ゆ
え
に
、
先
進
工
業
国
に
経
済

的
、
ひ
い
て
は
政
治
的
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
、
と
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　
　
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
独
立
す
る
の
は
可
能
で
は
な
い
。
植
民
地
経
済
構
造
の
国
で
あ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
本
質
的
に
農
業
的
で
あ
り
そ
の
工
業
は
未
発
達

　
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
生
存
に
不
可
欠
な
生
産
物
と
機
械
を
外
部
か
ら
の
供
給
に
依
存
し
て
い
る
。
従
っ
て
《
自
立
》
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
問
題
外
で
あ
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政権参加期フランス共産党の植民地構想（杉本）

り
、
経
済
構
造
が
変
化
し
な
い
限
り
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
以
前
同
様
フ
ラ
ン
ス
に
従
属
す
る
か
、
他
の
外
国
に
従
属
す
る
し
か
あ
り
え
な
い
」
（
前
掲
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
初
級
学
校
教
太
じ

「
《
植
民
地
協
定
》
体
制
下
に
成
長
し
、
数
年
前
ま
で
は
本
土
用
の
一
次
原
料
の
供
給
地
だ
と
か
、
専
ら
本
土
製
造
品
の
は
け
口
と
し
て
し
か
考
え
て
こ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
植
罠
地
が
、
経
済
的
に
、
ひ
い
て
は
政
治
的
に
独
立
国
と
し
て
生
存
し
て
い
く
の
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
」

　
従
っ
て
、
以
上
第
一
か
ら
第
五
の
共
産
党
の
論
理
を
ま
と
め
れ
ば
、
戦
前
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
民
族
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
に
と
ど
ま
っ
て
フ

ラ
ン
ス
と
結
ぶ
か
、
あ
る
い
は
連
合
か
ら
離
脱
し
て
米
英
の
影
響
下
に
入
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
道
し
か
な
く
、
そ
の
場
合
、
帝
国
主
義
国
で

あ
る
米
英
で
は
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
民
主
化
途
上
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
を
選
択
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
槙
民
地
民
族
の
要
求
を
充
足
さ
せ
え
る

唯
一
の
方
策
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
展
開
し
て
い
る
党
文
書
を
最
後
に
幾
つ
か
列
挙
し
て
み
よ
う
。

「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
独
立
と
い
う
合
言
葉
は
、
今
日
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
か
ら
の
《
解
放
》
を
望
む
フ
ァ
シ
ス
ト
大
植
卜
者
や
、
彼
ら
と
運
命
を
共
に
し

て
い
る
土
着
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
、
余
剰
の
は
け
口
を
捜
し
て
い
る
外
国
帝
国
主
義
の
合
言
葉
で
あ
る
。

　
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
隷
属
化
さ
れ
て
い
た
後
に
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
影
響
下
、
ソ
連
邦
か
ら
分
離
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
例
を
こ
こ
で
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
経
済
的
に
後
れ
て
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
外
国
帝
国
主
義
者
の
後
見
下
に
し
か
生
き
て
い
け
ず
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
民
は
、
望
ん
で
い

た
宮
由
と
繁
栄
の
代
わ
り
に
、
ナ
チ
の
捧
猛
な
抑
圧
と
ヒ
ト
ラ
ー
に
奉
仕
す
る
戦
争
し
か
見
い
虜
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
利
益

は
、
分
離
に
で
は
な
く
、
ソ
連
邦
の
他
の
昆
族
と
の
連
合
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
他
の
先
進
人
民
と
運
命
を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
の
民
族
的
状
態
な
ら
、
そ
の
曳
縄
が
フ
ラ
ン
ス
人
民

で
あ
る
こ
と
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
に
は
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
前
掲
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
初
級
学
校
教
本
）

「
（
第
二
次
世
界
大
戦
に
）
フ
ラ
ン
ス
人
民
が
勝
利
し
て
も
、
も
し
北
ア
フ
ヲ
カ
が
新
フ
ラ
ン
ス
と
結
ば
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
、
植
土
地
百
人
領
主

が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
相
変
わ
ら
ず
支
配
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
支
配
は
、
動
揺
し
死
滅
の
危
機
に
曝
さ
れ
て
い
る
現
在
の
フ
ラ

ン
ス
・
ト
ラ
ス
ト
よ
り
も
遙
か
に
強
力
で
食
欲
な
外
国
帝
国
主
義
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
、
そ
れ
を
利
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
（
前
掲
ア
ル
ジ
ェ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ア
共
産
党
中
央
大
会
に
お
け
る
ウ
ズ
ガ
ヌ
の
報
告
）
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「
（
一
九
四
五
年
六
月
二
九
艮
第
十
回
党
大
会
に
お
い
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
書
記
カ
バ
レ
ロ
℃
㊤
巳
O
ρ
σ
巴
ぽ
昌
。
は
、
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
は
フ
ラ

ン
ス
人
民
と
同
じ
敵
を
持
っ
て
お
り
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
分
離
を
望
ん
で
い
な
い
、
と
強
調
し
て
演
説
を
締
め
く
く
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
独
立
を
要
求
す

る
人
々
は
、
意
識
的
に
せ
よ
そ
う
で
な
い
に
せ
よ
別
の
帝
国
主
義
の
代
理
人
で
あ
る
、
と
彼
は
説
黒
し
た
。
《
わ
れ
わ
れ
は
、
片
目
の
馬
を
盲
醸
の
馬
と
取

り
替
え
た
い
と
は
思
わ
な
い
》
と
彼
は
叫
び
、
大
会
の
拍
手
喝
采
を
受
け
た
」
（
卜
”
蔑
§
・
・
§
ミ
層
6
・
3
0
）

「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
住
民
を
決
し
て
裏
切
ら
な
い
唯
一
の
確
か
な
同
盟
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
と
そ
の
先
頭
に
い
る
フ
ラ
ン
ス
労
働
者
階
級
及
び
そ
の
党
で
あ

る
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
で
あ
る
こ
と
を
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
共
産
主
義
者
は
首
尾
よ
く
論
証
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
住
民
の
岡
馴
者
は
別
の
帝
圏
主
義
で
は
あ
り
え
な
い
。
例
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
が
劉
の
帝
国
主
義
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
与

え
ら
れ
た
《
独
立
》
に
よ
っ
て
、
対
日
協
力
の
大
臣
で
あ
っ
た
人
物
が
大
統
領
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
《
独
立
》
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
上
の

地
位
を
維
持
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
民
権
を
ア
メ
リ
カ
市
民
に
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
別
の
証
拠
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
の
バ
ス
ラ
占
領
が
あ
る
。
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
の
現
在
の
詣
導
者
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
協
力
に
よ
っ
て
、

エ
ジ
プ
ト
の
労
働
者
・
知
識
人
・
農
民
が
銃
撃
さ
れ
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
挙
げ
句
の
果
て
に
は
カ
ル
カ
ッ
タ
で
虚
殺
が
お
こ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ロ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ド
ン
の
シ
テ
ィ
ー
の
分
割
と
抑
圧
の
果
て
し
な
い
政
策
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」

「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
世
界
大
戦
が
終
わ
る
や
い
な
や
、
合
衆
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
主
義
者
サ
ー
ク
ル
が
反
民
主
主
義
の
先
頭
を
切
る
の
を
わ
れ
わ
れ
は
目
に

し
て
い
る
。
彼
ら
の
行
く
と
こ
ろ
、
と
り
わ
け
ギ
リ
シ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
・
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
・
イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
シ
ナ
・
中
国
は
、
植
民
地
従
属
国
と
し
て
重

い
貢
納
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
こ
の
一
覧
表
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
・
保
護
国
全
体
で
全
て
が
う
ま
く
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ
さ
せ
る
も
の
で
は

な
い
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ
同
様
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
そ
し
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
同
様
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
も
、
搾
取
掠
奪
が
余
り
に
も
多
く
、
そ
し
て
抗

議
の
声
が
非
常
に
沢
山
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
聞
こ
え
て
く
る
の
で
、
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
原
則
が
普
遍
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
民
主
主
義
の
道
を
最
も
進
ん
で
い
て
植
民
地
民
族
が
自
由
と
進
歩
へ
の
最
も
有
利
な
状
態
へ
至
る
の
を
可
能
に
す
る
国
と
、
現
状
で
は
植
民
地

民
族
の
解
放
の
チ
ャ
ン
ス
を
脅
か
し
て
い
る
国
と
を
、
様
々
な
資
本
主
義
強
国
の
問
で
区
別
し
な
い
の
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
現

時
点
で
は
、
海
外
諸
人
民
と
フ
ラ
ン
ス
人
民
と
の
共
通
の
利
益
は
、
帝
国
主
義
者
の
狐
い
に
立
ち
向
か
い
、
団
結
し
、
民
族
の
自
由
と
諸
人
種
間
の
権
利
の
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平
等
・
友
愛
が
実
際
に
保
証
さ
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
こ
と
に
あ
る
。
戦
争
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
、
社
会
主
義
が
建
設
さ
れ
て
い
る
地
球
上
の
五
分
の

　
一
以
外
の
場
駈
で
世
界
強
国
が
新
し
い
獲
物
を
捜
し
て
い
る
今
の
世
界
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
か
ら
離
れ
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
、
空
し
く
一
時
的
に
過
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
い
擬
似
独
立
の
蔭
で
帝
国
主
義
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
か
な
り
え
な
い
」

　
　
「
海
外
フ
ラ
ン
ス
の
諸
民
族
に
は
本
土
か
ら
分
離
す
る
権
利
が
あ
る
が
、
現
蒋
点
で
は
こ
の
分
離
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
民
族
の
利
益
に
反

　
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
ω
　
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
植
民
地
掠
奪
と
同
時
に
彼
ら
を
裏
切
っ
て
い
る
ト
ラ
ス
ト
に
対
す
る
闘
い
の
中
に
あ
っ
て
、
真
の
民
主
主
義
の
建
設
を
願
っ
て

　
　
　
お
り
、
こ
の
真
の
民
主
主
義
は
植
民
地
民
族
に
民
主
主
義
を
も
た
ら
す
以
外
の
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
②
　
こ
れ
ら
民
族
が
居
住
す
る
土
地
は
恐
ろ
し
い
貧
欲
の
対
象
で
あ
る
の
に
、
彼
ら
は
、
真
に
独
立
し
た
存
在
を
自
ら
守
り
え
る
状
態
に
な
い
」

　
先
進
工
業
国
へ
の
依
存
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
戦
前
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
。
フ
ラ
ン
ス
に
代
わ
っ
て
そ
の
戦
前
植
民
地
へ
の
帝
国
主
義
的
進

出
を
狙
っ
て
い
る
ア
ン
ダ
ロ
ー
サ
ク
ソ
ン
と
、
他
方
、
共
産
党
の
影
響
下
現
実
に
民
主
化
が
進
ん
で
い
る
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
。
こ
れ
が
フ
ラ
ン

ス
共
産
党
の
情
勢
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
情
勢
認
識
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
党
の
植
民
地
解
放
論
理
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
民
主
化
に
よ

る
植
民
地
民
族
の
要
求
充
足
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
党
本
来
の
植
民
地
構
想
の
「
限
界
」
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
認
識

と
論
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
智
ミ
こ
壁
。
。
”
℃
’
　
　
⑦
ミ
こ
砂
G
。
、

①
　
　
智
三
戸
δ
計
号
。
　
　
　
　
　
　
ω
偽
Q
。
に
引
田
川
。

②
　
N
竃
斜
℃
．
ω
㊤
O
に
引
用
。

③
麟
ピ
o
N
賃
9
ざ
い
9
ぞ
お
ω
試
。
ロ
o
o
H
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瓢
巴
ρ
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℃
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お
　
わ
　
り
　
に

　
戦
前
植
民
地
は
ω
経
済
的
・
政
治
的
に
自
立
不
可
能
で
あ
り
、
②
帝
国
主
義
国
の
上
露
の
傘
下
に
入
る
よ
り
は
民
主
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
フ
ラ

ン
ス
の
指
導
下
に
あ
っ
た
方
が
良
い
、
と
い
う
論
理
に
導
か
れ
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
、
フ
ラ
ン
ス
連
合
加
入
を
戦
前
植
民
地
に
事
実
上
強
湖
し
、

そ
し
て
さ
ら
に
連
合
内
で
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
が
戦
前
植
民
地
に
対
し
て
優
位
（
と
り
わ
け
外
交
．
軍
事
面
に
関
し
て
）
を
保
つ
こ
と
を
是
認
し
た
。

　
確
か
に
解
放
後
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
、
共
産
党
の
大
量
議
会
進
出
・
政
権
参
加
の
下
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
・
四
大
預
金
銀
行
・
保
険
・
電
力
・

ガ
ス
・
石
炭
等
の
国
有
化
や
、
社
会
保
障
制
度
の
確
立
な
ど
の
大
変
革
を
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
あ
く
ま
で
仮
定
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
の

民
主
化
が
一
層
進
展
し
、
そ
の
結
果
政
府
部
内
で
の
共
産
党
の
影
響
力
が
増
大
し
植
民
地
政
策
の
決
定
権
を
も
党
が
掌
握
す
る
事
態
に
な
っ
て

い
れ
ば
、
植
民
地
民
族
の
要
求
は
充
足
さ
れ
非
植
民
地
化
は
平
和
裡
に
達
成
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
論
が
問
う
て
い
る
の
は
、
共

・
産
党
の
こ
の
構
想
に
非
植
民
地
化
を
実
現
し
え
る
客
観
的
可
能
性
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
帝
国
意
識
か
ら
の
精
神
的
解
放
と
い
う

課
題
に
つ
い
て
こ
の
構
想
に
内
包
さ
れ
て
い
た
「
限
界
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
タ
　
ナ
リ
ス
チ
ク

　
端
的
に
言
え
ば
、
共
産
党
の
こ
の
植
民
地
構
想
は
、
温
情
干
渉
主
義
的
か
つ
中
華
主
義
的
な
精
神
構
造
を
内
容
と
す
る
、
党
特
有
の
帝
国
意
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識
の
反
映
で
あ
る
。
温
憐
干
渉
主
義
的
、
な
ぜ
な
ら
、
共
産
党
指
導
下
宗
主
国
の
民
主
化
が
達
成
さ
れ
て
初
め
て
植
民
地
の
解
放
が
可
能
に
な

る
と
い
う
こ
の
溝
想
は
、
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
人
の
指
導
性
を
良
き
も
の
と
し
て
肯
定
し
、
植
民
地
民
族
の
自
立
性
を
過
小
評
価
し
て
い
る
こ
と

に
麗
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
華
主
義
的
、
な
ぜ
な
ら
こ
の
構
想
は
、
政
府
部
内
を
も
含
む
米
甲
羅
国
内
に
あ
っ
た
反
植
民
地
主
義
潮
流
を

正
当
に
評
価
せ
ず
、
《
美
し
国
フ
ラ
ン
ス
》
的
な
独
善
に
陥
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
共
産
党
の
政
権
参
加
と
い
う
状
況
が
、
民
主
化
を
一
定
実
現
し
た
ゆ
え
に
、
こ
の
帝
国
意
識
を
自
己
正
当
化
し
よ
り
根
深
い
も
の

に
し
た
こ
と
も
言
い
足
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
究
極
一
歩
手
前
の
目
標
で
あ
る
政
権
参
加
を
党
が
果
た
し
た
こ
と
自
体
が
、
党
の
帝

国
意
識
の
深
層
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
点
に
こ
そ
、
帝
国
意
識
か
ら
の
解
放
に
つ
い
て
政
権
参
加
期
共
産
党
の
植
民
地
構
想
に
内
包
さ
れ
て

い
た
「
限
界
」
の
特
殊
性
と
深
刻
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
た
と
え
共
産
党
の
構
想
通
り
非
植
民
地
化
が
実
現
さ
れ
植
民
地
民
族
は
解
放
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
構
想
が
帝
国
意
識

に
根
ざ
し
て
い
た
以
上
、
フ
ラ
ン
ス
民
族
自
身
の
精
神
的
解
放
は
実
現
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
こ
う
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

は
、
自
ら
が
帝
国
意
識
に
絡
み
取
ら
れ
て
い
た
ゆ
え
、
帝
国
意
識
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
民
族
の
解
放
も
果
た
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
一
九
八
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
㈲
「
西
洋
各
国
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
国
家
統
合
の
社
会
史
的
、
思
想
史
的
研
究
」
に
よ

　
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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The・・Str’uCtute　and’Nature　of　the　All－Kansai

　　．耳ederation　qfΨonaen全関西痛入連合会

’by

Ygki’@Fujinie

　．The．　All－Kansai　Feder4tiQn　of　Wome．　n　（19．19－41），　wa＄．　．q．　feder4tio4．　，　．of．．

’yarious　womege’s　．　organizatigns．．in　western．．Japan．　．　More／　than．　3　rpiUion／

wpmep　top．　k．．，pqrt　in　it．・，q．t’ @its　peak／and　rp，p．　st，　prei．ect，ure＄　in　w．　esterpl

Japan　had　sp，　me　organizatiQps　that　sep．　t　dele．gates　to　its．．gene；ai　mt　etipg，，

’The　All－Kansai　Federation　of　Women　was　an　unpre．cedented　，kind．．6．i，

women’s　network：in　its　broad　scope　it　was　able　to　iink　the　conservative

peripherai　area　to　the　central　region　where　a　progressive　women’s

’movement　had　developed．　Prefectural　oMces　both　supported　and　inter一

’fered　in　prefectural　organizations　within　the　All－Kansai　Federation　of

Women　in　orcler　to　manipuiate　women．

　　But　solidarity　within　the　network　enabled　these　women’s　organizations

to　achieve　independence　in　their　activities　and　to　lead　the　women’s

．suffrage　movement　on　a　large　scale，　clearly　not　what　the　prefectural

・offices　had　intended．　lt　is　true　that　the　All－Kansai　Federation　of　Women

’was　not　radically　opposed　to　Japan’s　economic　or　political　system，　but

in　practice　it　went　against　the　established　patriarchal　famiiy　system．

’The　All－Kansai　Federation　of　Women　embodied　the　spirit　of　Taisho

・democracy．

L’id6e　coloniale　du　P．　C．　F．　en　1944－1947

par

Yoshihiko　Sugimoto

　　1944－1947，　c’est　dans　la　vie　politique　en　France，　une　p6riode　excep－

tionnelle　oti　le　parti　communiste　francais　（P．　C．　F．）　est　pr6sent　dans

・diff6rents　gouvernements．

　　Le　P．　C．　F．　estime　que　les　colonies　frangaises　d’avant－guerre　ne　sont

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（826）



pas　capables　de　se　rendre　independant　sur　le　plan　6conomique　et　politique

et　que　la　France　est　en　voie　de　d6mocratisation　grace　de　sa　pr6sence

dans　les　gouvernements，　et　de　cela，　il　concltit　que　’sieront　plus　heureuses

les　colonies　frangaises　sous　la　direction　de　la　France　que　sous　la　domi－

nation　des　pays　imp6rialistes，　les　Etats－Unis　et　1’Angleterre．

　　Orient6　par　une　telle　perspective，　le　P．　C．　F．　oblige　les　co1onies

francaises　ti　entrer　dans　1’Union　francaise　oct　la　Republique　de　la

France　pr6serve　1’h696monie．　de　！a　diplomatie　et　des　qffaires　militaires．

Cetee’　id6e　cQloniaie　dti　P．　C．　F．　eSt　un’refle．t　de　sa　prppre　conscience

imp6ria！iste　qui　se　caract6rise’ 垂≠秩@1’eSprit”paternaliste　et　la　croyance

en　la　sup6riorit6，　et　en’”PluS，　elle　est　jtistifiee　et　enracin6e　par　sa

pr6sen．ce　dans　les　gostvemements　qui　lui　semble　asSurer　la’　d6mocratisa－

tion　de’ 撃＝@France．
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